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教養学部創立70周年記念 

一高中国人留学生と101号館の歴史展 

　2019年4月に発足した東京大学と北京大学の共同教育研究プロジェクト「東アジア藝文書院
（EAA）」では、東京大学教養学部の前身である第一高等学校における中国人留学生受け入れに
関する歴史を紐解く「一高中国人留学生と101号館の歴史展」を開催することになりました。 

明治32年（1899）、第一高等学校は、初めて清国より留学生8名を聴講生として受け入れました。
これを嚆矢とし、明治36年（1903）には、文部省より京師大学堂からの留学生30余人の教養教育
に関する一切の事務を委嘱され、翌年には留学生を入寮させ、授業も開始しました。さらに明治
40年（1907）には、清国政府の要請により、文部省は毎年数十名の清国留学生を第一高等学校に
入学させ、卒業後は帝国大学に進学させることと定め、その翌年に一高の予備教育を担う「特設
予科」が設置されるに至ります。その後、昭和7年（1932）に「予科」が廃止されるまで、中国か
らの留学生延べ800名以上が卒業しました。同年「特設高等科」が設置され、ここで三年間学ん
だ留学生が各大学へと進学する途を開きました。 
昭和10年（1935）に第一高等学校が駒場へ移転するにあたって、「特設高等科」の留学生たち
の学舎となったのが、101号館です。EAAは、このような歴史的背景をもつ101号館に駒場オフィ
スを構え、本年度より東京大学と北京大学が手を携えあって、人類共通の未来を描くためのプロ
ジェクトとして始動しました。これを記念し、本展覧会を企画いたしました。 
また本年度は教養学部70周年の年にあたり、本展示もその一環として位置づけられるもので
す。この度の展示は、二つの会場で開催いたします。会場1（101号館内）の展示は、「特設高等
科」が設置され、一高が駒場に移転してきた昭和10年（1935）前後の資料群（駒場博物館所蔵）
が中心となっています。会場2（駒場図書館内）では、上記の資料に加え、中国人留学生の受け入
れが始まった時期に校長であった狩野亨吉に関わる明治30年代（1897～1906）の文書類（駒場図
書館所蔵）も展示いたします。いずれの展示も、駒場キャンパスに残された教養学部の前史を知
ることができる貴重なものとなっております。 
本展示が、歴史を鑑としながら、よりよい東アジアの未来を、引いては世界の未来を築いてい
くための「新しいリベラルアーツとしての東アジア学」構築と発信に向けての力強い一歩となる
ことを祈念しております。 

東京大学東アジア藝文書院（EAA） 
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会場1 

（101号館エントランス） 
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展示品概要 

1. 空から撮影された移転当時の駒場キャンパス 

第一高等学校が駒場に移転してきた当時の新校舎の様子。既に、時計台のある本館（1号館）、特設高等科教室
（101号館）、図書館（現・駒場博物館）、寄宿寮三棟などが建ち並んでいる。一方で、明寮が未建設のため、昭
和11年（1936）から12年頃の撮影であろう。一高は本郷の地名・向ヶ丘に因んで「向陵」と称されていたが、昭和
10年（1935）9月の移転式での森巻吉校長の命名により、地形が平坦な駒場も「新向陵」としてその名を受け継い
だ。昭和12年（1937）の寮歌「新墾の」には、「新墾の此の丘の上、移り来し二歳の春」と謳われている。 

にひはり にひはり こ ふたとせ

2. 第一高等学校平面略図 

第一高等学校時代の駒場キャンパスの平面略図。敷地の東側に並ぶ横長の北・中・南寮3棟の北側に留学生のた
めの明寮があった。駒場キャンパスの設計を引き受けたのは、本郷の東大および一高の建物のデザインを一手に
担った建築家・内田祥三。一高の駒場移転に際し、内田は「一高のためになるようにやるから」と約束。その言葉

よしかず

通り、駒場を本郷と同じようにデザインしただけでなく、高校生が喜びそうなアイデアとして雨天でも寮から傘な
しで特設高等科教室、図書館、講堂などに行ける地下通路を建設した。これにより起床五分でトイレ、洗面、朝食
を済ませ、教室の点呼に間に合わせるという離れ業も可能であったという。 

3.「特設高等科教室」図面 

　特設高等科が設置されたのは、駒場移転の3年前の昭和7年（1932）6月であった。学科を文理に分け、学科毎の
定員を30名とした。満16歳以上の男子で、公使館や領事館の紹介書を添えて出願し入試に合格した者が4月に入
学。特設高等科は留学生だけの課程で、本教室は特設高等科のための専用教室として建てられた。1階は事務室・
主任室・教官室など運営機関と図画教室・語学教室、2階は大教室・普通教室があった。学科は一高の高等科とほ
ぼ同じだが、国語の毎週授業数が二倍である点と、昭和8年（1933）以後、外国語にドイツ語が加えられた点が異
なっていた。特高生は、ここで三年間、日本人向けの高等科と同等の教育を受けてから日本の各大学に進学した。 

4.「特設高等科　物理学・化学・生物学　特別教室」図面 

　本館（1号館）の左後ろ、現在の10号館のあたりにあった物理学教室の校舎の北側と西側に、特設高等科専用の
物理学・化学・生物学の特別教室2棟が廊下で連結する形で増築される予定であったことがこの図面から知られ
る。2棟ともに「階段教室」と「実験室」の二種類の教室があった。空襲で焼失してしまったが、資料2に拠れば、
実際にはこの図面と少し異なり、北側の校舎は左翼の先に直結する形で建てられていたようである。 

5. 留日学生数および一高特設予科・高等科修了生数の統計 

中国人留学生の受け入れの歴史は、明治29年（1896）に13名が東京高等師範学校に入学したことをもって幕を開
いた。その後、留学生の数は増え続け、ピーク時の1905～06年頃には8000人に達した。日本の高等専門教育の水準
を高く評価した中国側では、科挙制度廃止（1905）に伴う教育改革を通して、日本留学もまたエリート養成の重要
な手段と看做すようになっていた。明治41年（1908）に一高に設置された特設予科（一年間）の初の修了生は90名
であり、浙江・湖南・広東からの学生が半数を占めていた。昭和7年（1932）に予科が廃止され、代わりに設置さ
れた特設高等科（三年間）の最初の修了生は13名であった。 

       
    6．大正六年特設予科修了証書　　 

　特設予科の修了証書。留学生向けの一高の特設予科は明治41年（1908）4月に創設された。一年間の課程を了え
ると、高等科に進んで、日本人学生と共に学んだ。「第一部」というのは、文科に当たる課程で、第二部・第三部
と比べて歴史の時間数が多く、図画の時間がない。この人物の出身地である江西省からの留学生は例年多く、広
東、浙江、湖南と並んで、上位を占めていた（資料5参照）。 特設予科は昭和7年（1932）に廃止され、代わりに高
等科と平行して別立ての特設高等科が設置された。昭和12年（1937）には、特設高等科に付属予科も設置された。 
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7. 卒業写真（特設高等科） 

　昭和10年（1935）3月の特設高等科全部の写真。当時の校長は森巻吉で、前列中央に写っている。森と左右の教
職員を除くと、57名の学生が写っている。特設高等科は三年制の課程であるが、三学年合わせての集合写真だろ
う。いずれも学生服姿で、眼鏡も目立つ。この写真を一目見ただけでは、「特高」の生徒、すなわち中国人留学生
の集団とは思われない。それだけ、日本の学生生活に溶け込んでいたといえるだろう。  

8. 特設高等科教室（101号館）の外観 

　旧特設高等科教室である101号館は、鉄筋コンクリート造2階建で、昭和10年（1935）3月に一部建設された後に
増築され、昭和11年（1936）1月31日に完成した。『寄宿寮委員記録』（昭和10年5～7月）には、「特高ノ教室ノ
建築モ進ミ両翼ガ今年中出来ルラシイ」とあり、増築したのは両翼部分だったことが知られる。当時は「特高館」
と略称された。「東京帝国大学というものが一つのものであるから、それが一つであるような設計」にするという
信念のもと、本郷と同様、駒場のデザインも担当した内田祥三の設計。内田建築に特徴的な質素かつ剛健で強い形

よしかず

や線、玄関ポーチの様式が認められる。 

9. 森巻吉と夏目漱石 

　漱石夫婦と森夫婦のおそらくはプライベートな写真。大正3年（1914）のもの。森は東大英文科在学中に漱石と
出会っている。最初、森は、勿体ぶったように見えた漱石に対し反抗的であったが、次第に漱石の学殖に魅了さ
れ、自宅を訪れて教えを請うようになった。森が大学を卒業した後、清国留学生の英語教師として一高に招かれた
のは、当時一高でも英語を教えていた漱石の口添えがあったためという。漱石が教職を離れるまでの約二年半の
間、二人は同僚であった。 

10. 本郷から駒場への行軍 

　本郷の東京帝大の隣に位置していた一高は、駒場にあった農学部を近くに寄せて、本郷地区一帯において総合大
学としてまとまろうとしていた帝大との間で用地を交換することとし、昭和10年（1935）9月に駒場に移転してき
た。移転時の校長は森巻吉。生徒たちは、日露戦争の日本海海戦に際しての東郷平八郎の言葉、「皇国の興廃此の
一戦にあり」をもじり、一高が「向陵」と呼ばれていたことから、「向陵の興廃この一遷にあり」と唱えた。9月
14日の朝、本郷で訣別式が行われた後、森の「さあ行こう」の声とともに小銃をかついで武装行進が開始され、二
重橋前、渋谷の繁華街を経て、約三時間をかけて、駒場に到着した。 

11. 「一高前駅」の周辺を闊歩する一高生  

　昭和8年（1933）帝都電鉄が開業した当初は「西駒場駅」と「東駒場駅」があった。一高移転にもとない、「東
駒場駅」が「一高前駅」に改称され、のちに「西駒場駅」も「駒場駅」に改称された。昭和40年（1965）に駅間距
離が近かった両駅は統合され、現在の「駒場東大前駅」となった。木造の駅舎の横を、満開の桜道を颯爽と一高生
が歩いていた。制服や着物で駅に向かう姿は、現在の駒場東大前を彷彿させる通学風景であった。 

12-1, 2.  寮の廊下で隔てられた自習室と寝室 

　寮は廊下を挟んで自習室と寝室（四人部屋）が並ぶような構造であった。ベッドは万年床で、試験が近くなる
と、一高生は消灯後「家を脊にして居る蝸牛の様に、蒲団の中から頭だけ出して、蝋燭の光で勉強してい」たと言
う。また、コンパを開催したり、ストームを興ずるなど、寮ならではの集団生活を送っていた。とりわけ一高名物
のストームは、新入生にとって恐ろしいものであった。夜中に銅羅を鳴らし、荒々しい声で歌いながら就寝中の新
入生を起す先輩たち。「寝た振りをして、畳から蒲団諸共引きずり落とされる奴もある」ほど、いまでは考えられ
ない大騒ぎな行事であった。「一晩にストームが二三回来る事も稀ではない」（『向陵誌』1939 年版）。 
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13. 留学生・張興漢の活躍（昭和7年（1932）5月の春季運動会にて） 

　一高は体育活動が盛んであり、留学生も積極的に関わっていた。運動会や対三高戦など、一年中様々な試合を
行っていた。なかでも、春季運動会は陸上運動部主催で、毎年5月下旬の土曜に開催されていた。本写真に写る張興
漢は吉林省出身で1912年生まれ。運動は唯一の趣味であり、陸上競技に相当自信があり、中学校時代は陸上運動部
および籠球部の委員、主将として活躍したほどの健児であった。中学校卒業後来日し、昭和7年（1932）4月に一高
の入学検定に合格した。同年5月7日の春季運動会では、寮生の部に出場し、2分21秒で800メートル走に優勝した。
翌月には特設高等科が設置され、その文科に編入した張は陸上部に入部し、猛練習に励んでいた。笑顔で楽しそう
に走る張興漢の姿を記録した、貴重な一枚となる。 

14. 留学生・張興漢らの優勝写真（昭和11年（1936）2月18日） 

　張興漢の活躍は止まらず、対三高戦でも鮮やかな成績を収めた。昭和10年（1935）夏の対三高戦において、彼は
400メートル走と800メートル走に出場し、それぞれ54秒2、2分6秒8で優勝した。ちなみにその年一高は陸運、端
艇、野球、庭球の対三高四部全勝を遂げた。本写真はそれを記念するために撮られたものと思われる。裏には、張
興漢（後列左から一番目）、趙星元、孫浩善、劉世超（後列右から一番目）の名前が記されており、前列の真ん中
は森巻吉校長である。また、劉世超（旅順出身、1917年生まれ、特高理科）も運動が得意で、昭和11年（1936）夏
の三高戦では、800メートル走と3000メートル走で見事優勝し、一高対三高、陸上5年連勝に貢献した。 

15. 留学生の寮生活と日本人学生との関わり 

　昭和11年（1936）4月16日、森校長は特設高等科の生徒を収容する寄宿寮がない点を「多大ノ困難」と訴え、文
部省と外務省に至急予算に計上し工事に着手したい旨を通知している。寮内新聞『向陵時報』86号（昭和11年9月
17日）で中寮の杉山伊佐武は、「新向陵」を礎くにあたり留学生問題が最も重大な課題であり、寮の自治を妨げか
ねない状況にあると述べ、留学生の疎外感や孤独を推し量り、日本人側から積極的に歩み寄る努力をすべきである
と訴えた。これに対し、翌月号で蔡耀祺は「我々は淡白にこれを受入れて、一考すべき」「深く感謝の意を表する」
と応答した上で、留学生側が「寮生活の無意義」を感じている点を問題視し、より深く「寮生活」に「突入」し、
その意義を掴むことが必要であると述べている。一方で、留学生の中で「一高精神」のように「特高精神」と唱え、
議論する者があること、「特高組選」が成立して既に野球・蹴球・籠球の組選が組織され、日々練習に打ち込む姿
があること、また第四寮（明寮）ができることなどへ希望を見出している。寮内新聞でのやり取りからは、彼らが
当時抱えていた問題、そしてそれに対し冷静に見つめ、互いに理解し歩み寄ろうとしていた姿がみてとれる。ま
た、明寮の建設がいかに留学生たちにとっても待望であったかが知られる。なお、明寮が完成したのは昭和12年
（1937）4月で、さらに翌年5月に増築された。 

16. 現在の駒場キャンパスの航空写真 

　2014年11月21日に、ドローン（DJIPhantom2）に小型カメラ（GoPro）を載せて撮影しされたもの。駒場祭の前日
で、キャンパス中にテントが張られている。地面が少し濡れており、雨が上がった後の撮影であったようである。
資料１の航空写真と比べると、当時の建物として本館、博物館（一高時代の図書館）、101号館が残っているこ
と、また銀杏並木をはじめ木々が成長し、美しく色づいている様が確認される。翌年2015年12月10日より法規制が
義務化され、人口密集地域でドローンを飛ばすことはできなくなった。今となっては貴重な一枚である。 

ʢӉਸ਼ɾݪߴஐ࢙ɾဉ༲ʣ�
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清国留学生受け入れの始まり 

　東京大学教養学部の前身は旧制第一高等学校（一高）である。その前身、官立東京英語
学校および東京大学予備門の時期を経て、明治19年（1886）に第一高等中学校が創立さ
れ、明治27年（1894）に第一高等学校と改称された。 

　それから4年後の明治31年（1898）11月に、校長として狩野亨吉（1865～1942）が着任し
た。一高における中国人留学生（当時は清国留学生と呼ばれた）は狩野校長時代に始まっ
たため、東京大学駒場図書館所蔵の狩野亨吉文書の中には、清国留学生関連資料の一群が
含まれる。 
　一高における清国留学生の受け入れは明治32年9月に始まった。このときは浙江省からの
留学生8名を聴講生として受け入れる形で、一高入学式の式辞において、狩野校長が留学生
についても触れている。一高がまだ今の農学部がある本郷の弥生キャンパスに置かれてい
た頃である（駒場へは昭和10年（1935）に移転した）。続いて明治37年1月には、清国政府
から派遣された京師大学堂（北京大学の前身）の学生31名が入学した。学習課程や寄宿寮
の規約などは日本人学生に倣いつつも、学習サポートとして軽井沢で夏期講習を開講した
記録なども残っている。ここでは狩野亨吉文書中の報告書や覚書などからうかがい知れ
る、中国人留学生受け入れの草創期について紹介する。 
　ちなみに、他校でもこの時期に留学生受け入れが開始された。魯迅（1881～1936）の
「藤野先生」（1926年）の冒頭にも上野の満開の桜に集う辮髪姿の清国留学生が描かれ
る。東京高等師範学校の校長だった嘉納治五郎（1860～1938）が清国政府の依頼で明治35

年に作った弘文学院の学生達とされる。魯迅自身も同年から2年間通った。また、昨年の
NHK大河ドラマ「いだてん」の第6回「お江戸日本橋」には、1911年の辛亥革命に際し、
嘉納校長（役所広司）が在学中の清国留学生の身を案じ、帰国を思いとどまるよう説得す
るシーンがあった。 
　尚、東京大学では現在、学内の学術資源をデジタル化して広く公開することを目的とし
た「東京大学デジタルアーカイブズ構築事業」が進んでおり、今回展示する資料の一部も
すでに科研費によるデジタル撮影を終えている。今後、個人情報やプライバシーの問題に
配慮しつつ、順次公開していくことを目指している。 
　　　　　　 

（田村　隆） 
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1.「一高入学式式辞」 

狩野亨吉が一高校長として初めて臨んだ明治32年（1899）の入学式の式辞と見られる。式辞中に「昨年余カ就任
ノ際」という文言が見え、明治31年の着任の翌年、すなわち32年の式辞であることが確認できる。当時は9月入
学。この年から始まった清国留学生受け入れ（この年は聴講生8名）に触れ、「殊ニ今年ハ初メテ支那ノ留学生ヲ
本校ニ入学セシメタル際ナレハ尤モ注意シテ善隣ノ道ヲ欠クコトナカランコトヲ務メヨ」と呼びかけている。ただ
し、『校友会雑誌』第89号（明治32年9月30日）に紹介された校長告諭にはこの一節がなく、全体にわたって表現
の異同がある。推敲を経て大きく書き改められたのであろうか。 
  

2.『校友会雑誌』第90号　 

本誌所収の「入寮の清国遊学生を迎へ且つ之に告ぐ」では、古来中国の文化から多くを学んできた日本の「校友
諸兄、寮生諸子」が今は留学生の「其偏狭なる見解を広め」ることに努めるべきであると述べ、「清国遊学の諸
子、諸子若し、内に包蔵する意見有らば、冀くは無遠慮に開陳発露せよや、敢て或は蔵匿する有る勿かれ、此実に
吾人の傾聴せんと欲する所のものたり。迂紆曲折、牆を寮生に城くが如きは、我自治寮の大禁物にして、諸子の為
めに取らざる所也」と呼びかける。文中には「奮て善隣の遊学生のため」という一句があり、一月前の入学式にお
ける狩野校長の式辞を意識したものかもしれない。 

3.『清国京師大学堂留学生ニ関スル第一年報告書』（草稿）　 

清国留学生に関する明治37年（1904）の報告書の草稿。狩野校長から文部大臣久保田譲宛。「日語ノ教授法ハ教
科書ニ由ルト口授ニ由ルト並行セシメ留学生ノ解シ難キ場合ニハ清語ヲ用ヰテ説明ヲ加フルコトヽセリ」といった
科目ごとの教育方針のほか、学科試験の頁には委員として、「英語」は夏目金之助（漱石）、「日語」は杉敏介
（後の一高校長。『吾輩は猫である』の津木ピン助のモデル）の名が見える。「修学旅行及ビ遊覧」として、上野
公園・動物園、「各省官衙」など近隣の他、鎌倉、小田原、軽井沢などにも出かけたことが知られるし、留学生の
健康面については、吃音の学生を「六月十五日ヨリ同三十日ニ至ル　吃音矯正ノ為メ伊沢修二方ニ寓ス」といった
報告もある。『小学唱歌集』や吃音研究で著名な伊沢修二（1851～1917）である。　 

4. 『校友会雑誌』第133号　 

「清国留学生の入校」の記事内に、一高倫理講堂における狩野校長の訓示が引用されている。「一月十六日狩野
校長は生徒一同を倫理講堂に会して、告ぐるに其の委曲を以てし、諭して曰く」とあり、「今回の事たる実に清国
にとつての其の開発の一新紀元たるべきのみならず、我国家百年の大計の存する処たらずんばあらず。一千の校友
諸君願くは双手を開いて千里負笈の客を迎へよ、赤誠を吐露して遠来三十の友に接せよ」との訓示が載る。先に紹
介した報告書の「訓示」の項に「一般留学生ニ対シ修学ノ心得ニ関シ訓示ヲナスコト二回、一回ハ学科始業ノ際ニ
於テシ一回ハ当校学籍ニ編入スル前ニ於テセリ」とあるから、本誌掲載の1月16日の訓示は一回目の方であろう。 

5. 留学生教科書一覧　　　 
 
　第一高等学校の用箋に記された留学生用の教科書一覧。一枚物の方は「明治三十七年清国京師大学堂留学生教科
用書」「七月以前日語科」とあり、坪内雄蔵（逍遙）『国語読本』や藤岡作太郎『日本史教科書』、巌谷季雄（小
波）『瘤取物語』などが挙がる。綴りの方には「九月以後ノ各教科書」の頁があり、科ごとに留学生の名を記した
上で、各教科書が挙げられる。そのうちの一冊、「斎藤氏英語会話教科書」を併せて展示する。独乙語（ドイツ
語）の教科書は「第一高等学校文学科教員選定独乙語読本巻ノ一」とあり、自前の教科書を用いたようである。上
記のうち、「国立国会図書館デジタルコレクション」において公開されている教科書もあるので参照されたい。 
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6. 留学生鐘賡言の谷山初七郎宛書簡　 
　 
鐘賡言の名は報告書の中に「第一部速成」所属生として見え、「月次学期試験点数表」にも成績が記録される。

文面は、今用いている英語読本を読み終えた後の教科書について率直に相談するものである。「私共ハソノ本ヲ読
ンダラソノ第三ノ代リニ（斎藤会話文法）ヲ読ムコトヲ願ヒマス」とある。「斎藤会話文法」とは、教科書一覧と
ともに展示している斎藤祥三郎編『英語文法会話作文』を指すと思われる。文末の「森先生」は英語の森巻吉のこ
とか。「其会話文法ハ即チ今一部ノ方ガ五島先生カラ習ツテ居ル読本デス」とあるから、そこで評判のよい教科書
なのであろう。緒言には、「本書は英語の学習を始めてより半年乃至二年以上を経たる人に文法、会話及び作文の
諸科を併修せしむるに便せんが為に編輯したるものなり」とある。 

7. 夏季講習講師出発及授業開始等予定　 

報告書には、「是ニ於テ夏期暇日ヲ廃シテ授業ヲ継続シ前陳ノ目的ヲ貫徹センガ為メ土地高涼衛生宜シク勉学ニ
適スル信州軽井沢ノ地ニ宿舎及ビ教場ヲ借入シ」云々とある。7月13日に留学生30名で東京を発って軽井沢に到
着、15日から授業が開始された模様。報告書に「数学十二時間」とある「沢田講師」（沢田吾一）について行程を
確認すると、「七月十四日東京出発翌日ヨリ授業」（報告書の記述と符合）、「七月十九日朝授業ヲ終リ直ニ帰京 
二十二日又軽井沢ニ至リ同日ヨリ四回授業」。 

8. 私費留学生月費の領収書　 

私費留学生月費の領収書。二枚とも明治38年（1905）3月3日付で、発行者は生徒監谷山初七郎。一枚は15円を
「但私費支那留学生李福恒二月分月費」として、もう一枚は6円を「但支那私費留学生王蔭泰一月、二月両月分月
費」として領収したことを証するもの。二人とも私費留学生のため、官費生の報告書には登場しないが、王蔭泰に
ついては別ケースに展示される名簿に名が見える（希望学科は工科）。一ヶ月分の月費にかなり差があるのが不審
だが、学年・課程や受講科目等の違いによるものか。 

9.『清国京師大学堂留学生ニ関スル第二年報告書』　 

二年次にあたる明治38年（1905）の報告書。展示個所では留学生の食事に関して、「寄宿寮内ニテハ已ニ食事ヲ
日本料理ニ改メタリ下宿ニ就クモノハ殆ド初メヨリ本邦ノ食事ヲ用ヰシナリ而カモ既ニ習慣トナリテ別ニ故障ヲ生
ジタルコトアラズ」といった観察が示される。「帰国ニ関スル事」では、今年は留学生の夏休みの帰国希望者が多
いため、昨夏も実施した軽井沢での夏期講習に支障をきたす点や、帰国に要する旅費負担の問題などが報告されて
いる。明治38年6・7月の帰国学生18名の中には、先に書簡を紹介した鐘賡言も含まれる。 

10.『朝華夕拾』所収「藤野先生」　 

魯迅の「藤野先生」（1926年）冒頭には清国留学生が登場する。「上野の桜の爛漫たる時節には、眺めやれば確
かに緋色の軽い雲のやうであつた。だがその花の下には団体を組んだ「清国留学生」の速成班が必ず陣取つてゐ
て、頭のてつぺんに辮髪をぐるぐる巻きにし、学生制帽のてつぺんを上にツンと、まるで冨士山のやうな恰好に突
きあげてゐるのだつた」という一節がある。「速成班」については、原文にも「『清国留学生』的速成班」とある
（1953年の人民文学出版社版（第5次印刷）による）。彼らは一高生ではなく、嘉納治五郎（1860～1938）が設立
し、魯迅自身も通ったことのある弘文学院速成班の学生と考えられている。 
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쎂ઌཱ썻�݄쎂쎆ɺߴೇ썢쎠ङ쎂ର썮썽ཹֶੜड써ೖ쎣쎂ؔ썰쎢໘ஊ쎩ٻ쎘쎢ॻ؆썣ग़썬
쎣썽썛쎢ɻ썪쎅쎅ཹֶੜ쎅썝썸ɺষफʢ����ʙ����ʣ쎆՚ֶಊ썢쎠Ұߴ쎩ܦ썽౦ژ
ఇࠃେֶ๏Պେֶ쎂ֶ쎊ɺޙࠃؼ쎆ࢣژେֶಊ썾ڭ佃쎩썿썺썶ɻத՚ຽࠃཱޙɺ࢘๏૯
ɾறެ쎁쎀쎅ཁ৬쎩ྺ썮ɺதۙࠃ࢙쎂໊쎩썮썶ɻ�
ɹ໌࣏��ʢ����ʣ쎅ਗ਼ֶཹࠃੜ쎆ɺਗ਼ࠃ썣ࢣژେֶಊ쎅ֶੜ쎅썝썸༏ल쎁ऀ쎩બൈ
썮ɺ쏲썗쏷쏍쏛ॾࠃ썡쎟쎊ຊ쎏අཹֶ쎩໋썯썶쎙쎅썾썙쎢ɻ൴쎠쎆ޙࠃؼɺষफ쎅
쎟썝쎂ࢣژେֶಊ쎅ڭ썿쎁쎢쎟썝ظ썬쎣썽썛썶ɻ썪쎅ݣ쎂ࡍ썮썽ɺষ썣ཹֶੜ쎅
쎩Ҿ썮썶쎒썢ɺࢣژେֶಊ쎅ຊਓڭ썾썙쎢෦Ӊ೭٢ʢ����ʙ����ɺதࠃֶ
ऀʣɾ୩ଙଂʢ����ʙ����ɺ๏ֶऀʣ썣ɺֶੜ쎅બൈ쎛ɺཹֶੜষఔʢنଇʣ쎅ىɺ
ਗ਼ֶࠃେਉ썿쎅ંি쎁쎀쎅࣮쎂썙썶썺썶ɻ෦ɾ୩쎆ङ쎂ਗ਼ࠃ쎅ಈ쎩
썟ɺङ썢쎠쎆ཹֶੜ쎅༷ࢠ쎅ใࠂ쎩ड써썶ɻྫ썟쎇අੜ쎅ીّਐ썣ֶࢿ쎩Ոܭ쎏ճ썴
썝썿썮썶Ұ݅썣ػܖ썿쎁썺썽ɺ෦쎠쎆ֶେਉ쎂ශऀځՈఉ쎏쎅ԉॿ쎩ٻ쎘ɺङ쎆ી
쎅ཹֶݶॖر쎩ೝ쎘썽ژఇࠃେֶ쎏쎅ૣظਐֶ쎩࣮ݱ썬썲썶ɻ썪쎅쎟썝쎂ङ썿
෦ɾ୩쎆ਗ਼྆ࠃ쎂썙썺썽ఏܞ썮ɺཹֶੜ쎅ֶۀ쎂ศٓ쎩ܭ쎤썝썿썮썶썪썿썣썝썢썣
쎦쎣쎢ɻ�
ɹҎ্ɺল쎛썿썛썺썶ެతؔػ쎅ݣ쎂쎟쎢ཹֶੜ쎂썻썛썽ड़쎐썶썣ɺ࣮ࡍ쎂쎆썪쎣
쎠쎅ଞ쎂쎙ෳ쎅ࢲඅཹֶੜ썣Ұߴ쎂ೖֶ썮썽썛쎢ɻྫ썟쎇අੜ쎅બ쎂࿙쎣썶ࢣژେֶ
ಊੜ썾썙쎢ࢪԸᐊɾ༿ࠀ㤇쎆ࢲඅཹֶ쎩ܾҙ썮ɺ෦쎆썪쎅໊྆쎅썶쎘쎂ङ쎏쎅հঢ়
쎩ॻ썛썽썛쎢ɻ썪쎣쎠ࢲඅཹֶੜ쎅ಈ쎂썻썛썽쎆ʰୈҰߴֶߍे࢙ʱʢ����ʣ
쎩࢝쎘썿썰쎢ઌߦจݙ썾쎙ݟམ썿썬쎣썽썡쎡ɺޙࠓ쎅ղ໌썣썶쎣쎢ɻ�

ɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹʢԼɹढ़จʣ�
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ʮਗ਼ֶཹࠃੜड써ೖ쎣쎅४උ썿ఏܞʯలࣔ֓ཁ 

 ॻ؆ɹ࣍ೇॱߴ���

ɹҰߴ썣ॳ쎘썽ਗ਼ֶཹࠃੜ쎩ड써ೖ쎣쎢쎂ઌཱ썸ɺ՚ֶಊ૯ɾߴೇॱ࣍썣ङ٢ږ쎂໘ஊ쎩ٻ쎘썶쎙쎅ɻ۩
ମత쎁༻݅쎆ෆ໌쎁썣쎠ɺʮٸࢸʯ쎅૬ஊ썿썙쎢ɻ࣮ࡍ쎂ཹֶੜ썣Ұߴ쎅ௌߨੜ쎂쎁썺썶쎅쎆ɺ৽ֶ쎅࢝쎕쎢�
݄쎅썪썿썾썙쎢ɻߴೇ쎆౦ژఇࠃେֶจՊେֶᑓ࠲ߨֶޠॳڭतɺཌ໌࣏��ʢ����ʣ쎂쎆౦ߍߍֶޠࠃ֎ژ
쎩쎙݉쎄쎢ɻ໌࣏��쎅ᔳߐলֶཹݣੜ쎩Ҿ썤ड써썶썪썿쎩ػܖ쎂՚ֶಊ쎩ઃ썮ɺՅೲޒ࣏쎅߂จֶӃ썿
ಉ༷쎂ɺ썦ਗ਼ֶཹࠃੜ쎩ର쎂썮썽ຊޠ썡쎟쎊ී௨ֶ쎅ڭҭ쎩ࢪ썮썶ɻ�

���ষफॻ؆ɹ 

ɹ໌࣏��ʢ����ʣ쎂Ұߴ쎏ཹֶ썮썶ষफ썣ɺ໌࣏��ཹֶੜ쎅Ҿऀ썿썮썽࠶དྷ썮썶ࡍ쎂ɺङ쎩࢝쎘썿썰
쎢Ұߴ쎅Ըࢣ썶썸썿ަچ쎩Թ쎘썶썪썿쎏쎅ྱঢ়ɻষ쎆Ұߴɾఇେ썾ֶ쎪썷࠷ॳ쎅ਗ਼ֶཹࠃੜ쎅Ұਓ썾ɺޙࠃؼ쎆ژ
썽றܦ๏૯쎁쎀쎩࢘쎆ޙཱࠃतʣ쎂बɻத՚ຽڭशʢڭҭ՝ఔʣ쎅ڭལ쎂ର썰쎢৬ݱʢؗ࢜େֶಊਐࢣ
ಛ໋શެݖ썿쎁쎢썣ɺຽࠃ�ʢ����ʣ쎅ޒɾ࢛ӡಈ쎂썡썛썽తࡦ쎩ڄ썬쎣ࣦ٭ɺҎޙ쎆࣮ۀՈ썿썮썽
쎠썮썶ɻ쎁썡ɺষ쎅࣍쎅࢘๏૯쎂ब썮썶쎅쎆໌࣏��ʢ����ʣཹֶੜ쎅ு༾ી썾썙쎢ɻ�

���෦Ӊ೭٢ॻ؆	�
ɹ 

ɹඅཹֶੜ��໊쎩Ұߴ쎏ݣ썰쎢쎂썙썶쎡ɺࢿߟࢀྉ썿썮썽ཹֶੜষఔɾࢣژେֶಊ쎅ݧࢼද쎩ङ쎏ૹ
썰쎢썿쎅༰ɻ쎕썶ɺཹֶੜ쎂ෆฏ쎛ʮ৺ಘҧ썛ʯ쎩ى썪썬썲쎁썛쎟썝ཹҙ썰쎢썪썿쎛ɺཹֶੜ쎅ֶྗ썣Ұ༷썾쎁
썛썶쎘ʮଟগม௨쎅๏ʯ쎩༻썛썽ڭҭ썰쎢썪썿쎁쎀ɺ࠙쎁ࣔࢦ썣ॻ썤࿈쎄쎠쎣썽썛쎢ɻ෦쎆ఇࠃେֶจՊଔۀ
ࡏत쎂ڭఇେจՊژ쎩쎙썻ɻཹֶ쎩ऴ썟썽౦ݧܦ쎂썮썶ؗ쎂ૺ۰ɺຊެ݅ࣄத쎂ٛஂֶཹژɺޙ
தɺ໌࣏��ʢ����ʣ쎂ࢣژେֶಊؗൣࢣʢڭһཆ՝ఔʣ쎅૯ڭशʢओڭतʣ쎂बɻཹֶੜݣ쎂썡썛썽쎆
�୩ଙଂ썿썿쎙쎂େֶಊଆ쎅࣮쎩୲썮썶ɻ

�֎༸ཹֶੜষఔɹେֶಊࢣژ���

ɹࢿྉ�쎂ಉ෧ɻཹֶੜ쎅ֶՊબ쎛ੜ׆쎁쎀શൠ쎂쎦썶쎢نଇ썾ɺ෦쎅ى쎂쎢ɻཹֶੜ쎅બൈج४쎂ʮ
쎆ޙࠃؼ쎘ʢୈʣɺٻ쎩쎣쎁썛쎟썝ࣈՈʯ쎅ೋࠃ쎙ʮ࣌썩ʢୈೋʣɺཹֶத쎆썛썢쎁쎢ڍ೭ʯ쎩ࠃѪ܅
ཹֶݶ쎂Ԡ썯썽ֶେਉ쎅໋ྩ쎂쎟쎡ʮਚ೭ٛʢ쎕썬쎂ਚ썦썰쎐썤쎅ٛʣʯ쎂ैࣄ썰쎢쎟썝ఆ쎘쎢ʢୈे
ʣ쎁쎀ɺඅཹֶੜ썿썮썽쎅໋쎩܁쎡ฦ썮ڧௐ썮썽썛쎢ɻ쎁썡ɺङ٢ږจॻ쎅썝썸ʰਗ਼ࢣژࠃେֶಊఆཹ
ֶੜ쏕ؔ쏃쏵ॻྨʱҰ௲쎅த쎂쎆ɺਗ਼ֶཹࠃੜ쎅ʢओ쎂࣏ӡಈ쎂ର썰쎢ʣऔక쎩ఆ쎘썶ʮଋ༡ֶੜষఔʯ썡쎟
쎊ཹֶੜޙࠃؼ쎅ొ༻ํ쎩ఆ쎘썶ʮྭޑ༡ֶඟۀੜষఔʯ쎅ຊޠ༁จ썣ؚ쎕쎣ɺޓ썛쎂ࢀর썰쎢썪썿썣썾썤
쎢ɻ�

���෦Ӊ೭٢ॻ؆	�
�

ɹ෦썣ɺཹֶੜ쎂ؔ썰쎢ֶେਉ썿쎅ંি쎂썻썛썽ङ쎂쎠썲썶ॻ؆쎅Ұ썻ɻඅཹֶੜɾીّਐ썣Ұࠃؼ࣌
썮ɺڅࢧ썬쎣썶ֶࢿ쎩Ոܭ쎂ճ썴썝썿ֶେਉ쎂૬ஊ썮썶썣அ쎠쎣ɺ썪쎅Ұ݅썣৽ฉใಓ썬쎣썽썮쎕썺썶ɻֶେ
ਉ쎆ౖ쎡ɺʮཹֶੜֶࢿ쎅ࣄ쏕ؔ썮൴ੋਃग़썼쎢쏙ਙ썷ࣄମ쎩쎠썭쎢쎙쎅쎁쎡ޙࠓӈ༷쎅ऀ썙쎠쎇ૣେֶ
ಊ쎂ૹ쎡ؼ썮ॲ쎩ड써썮쎗쎐썮ʯ썿쎅ྩ܇쎩ൃ썰쎢ɻ෦쎆썪쎣썾쎆མண썮썶썿ड써औ쎡쎁썣쎠쎙ɺࠜຊత
ରࡦ썿썮썽ཹֶੜ쎅썝썸ශऀځՈఉ쎂ର썮썽쎆ݿࠃ쎂쎟쎢ิॿ쎩ߦ썝쎐썤썷썿ߟ썟ɺֶେਉ쎏ਃ썮ೖ쎣쎢썻쎙쎡
썾썙쎢썿ङ쎂썟썶ɻࢿྉ�쎂썙쎢௨쎡ɺી쎆ཹֶݶ쎅ॖ쎩ئ썛ग़썽썛쎢썣ɺຊࢿྉ쎂ݟ쎠쎣쎢쎟썝쎁ࡁܦ
తࣄ썣എܠ쎂썙썺썶썿ߟ썟썽쎟썛썷쎤썝ɻ쎕썶ɺಉॻ؆ޙ썾쎆༗ྗऀ쎅ԛ썣ຊཹֶ쎩ر썮썽썛쎢썪
썿쎩썟ɺʮຊ쎅ҝ쎘ଞརগ쎁썢쎠썱ʯ썿썮썽ड써ೖ쎣쎩ཁ썮썽썛쎢ɻङ쎆ड써ೖ쎣쎂લ썤쎁ฦࣄ쎅Լ
ॻ썤쎩썮썽썛쎢썣ɺ໊ະৄ쎅썶쎘ɺ썴쎅ޙ쎅ಈ쎆ෆ໌ɻ�
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�؆୩ଙଂॻ���

ɹඅੜ쎅ཹֶݶ쎅Ԇɾॖ쎂썻썛썽쎆ֶେਉ쎅ೝՄ쎩ܦ쎢쎟썝ఆ쎘쎠쎣썽썛쎢썣ʢཹֶੜষఔୈޒʣɺ
ຊࢿྉ쎆ֶେਉ썣ݶมߋ쎅ڐ൱쎩ङ쎂Ұ썮썶썪썿쎩썟쎢쎙쎅ɻ썶썷썮ݶมߋ쎆썙썦쎕썾ಛྫ썾썙쎡ɺ
���݄࣏쎅ॖ썣ೝ쎘쎠쎣ɺཌ໌ݶ쎘썽썛쎢ɻ썪쎣쎂쎟쎡ɺીّਐ쎆ཹֶٻ쎅௨ྫ썿쎁쎠쎁썛쎟썝ཹҙ쎩ޙࠓ
쎂ژఇࠃେֶ๏Պେֶ쎏ਐֶ썮썶ɻ썿쎙쎂ਐֶ썮썶�໊࿈໊쎅ॻ؆쎙ݱଘ썰쎢ʢ࣍쎽썗쏔썗ɺࢿྉ�ʣɻ୩쎆ژ
ఇେ๏Պڭत쎂ࡏதɺ෦Ӊ೭٢썿ಉ썯썦໌࣏��ʢ����ʣ쎂ɺࢣژେֶಊਐؗ࢜쎅૯ڭश쎂बɻ෦썿썿
쎙쎂ཹֶੜݣ쎅࣮쎩୲썮썶ɻ�

���෦Ӊ೭٢ॻ؆	�
ɹ�

ɹඅཹֶੜ쎅બ쎂࿙쎣ɺࢲඅཹֶ쎩ܾߦ썮썶ࢣژେֶಊੜɾࢪԸᐊ쎩ɺඅੜ썿썿쎙쎂Ұߴ쎏ೖֶ썬썲쎢쎟썝ङ
쎂հ썰쎢쎙쎅ɻಉ썯썦ࢣژେֶಊ쎅ࢲඅཹֶੜɾ༿ࠀ㤇쎅썶쎘쎅ɺಉ쎅հঢ়쎙ݱଘ썰쎢ɻ쎁썡ɺඅੜ
쎅썝썸�໊쎅පࢮ쎂쎟쎡ɺࢪ쎆໌࣏��ʢ����ʣ�݄썢쎠අੜ쎂ঢ֨썮썶ɻ࣍쎽썗쏔썗쎂썙쎢௨쎡ɺ໌࣏���݄
쎂ೖֶ썮썶ਗ਼ֶཹࠃੜ쎅썝썸ɺࢲඅੜ쎆ࢪɾ༿쎩ؚ쎘썽�ਓ썛썶ɻ썬쎠쎂࣌쎅ʰୈҰߴֶߍҰཡʱॴߍࡏࡌੜ
໊썢쎠ɺ썴쎅ଞ쎂쎙ࢲඅੜ썣ෳೖֶ썮썽썛썶썪썿썣Ӑ쎦쎣쎢썣ɺ൴쎠쎅ಈ쎂쎆ະৄ쎅썣ଟ썛ɻ�
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ਗ਼ֶཹࠃੜ쎅ֶۀ��

ɹਗ਼ֶཹࠃੜ쎆Ұࡏߴ੶தɺ쎀쎅쎟썝쎁ڭҭ쎩ड써썶쎅썢ɻߍ࣌썷썺썶ङ٢ږ썣จ
෦ল쎂Ѽ썽썶ใࠂॻٴ쎊썴쎅ଞࢿྉ썢쎠ৄࡉ쎂쎖썽썛썦ʢิࢿྉʮਗ਼ֶཹࠃੜදʯ쎙
�রʣɻࢀ
ɹ໌࣏��	����
ɺҰߴ썣ड써ೖ쎣썶ཹֶੜ쎆ਗ਼ࠃ썢쎠ਖ਼ࣜ쎂ݣ썬쎣썶අੜ��໊썿ࢲ
අੜ�໊쎅໊��ܭ썷썺썶ɻఇࠃେֶ쎂ਐ쎗썶쎘쎅४උ썿썮썽Ұߴ쎂ཹֶ썮썶쎅썾썙쎢ɻདྷ
썮썽ؒ쎙쎁썦શһ썣ֶߍ쎅ࣷ॓د쎂ೖ쎡ɺઐ쎠ֶྗݧࢼ쎅ޠจ쎅쎂ै썺썽ߕԵช
쎅ࡾ쎂ৼ쎡써쎠쎣썶ɻ썴썮썽ຊՊੜ썿ಉ썯तۀ쎩ड써쎢썶쎘쎂ɺ쎕썱쎆ཹֶੜ쎅쎖쎅
ಛผֶڃ쎂썽ɺ�݄쎅Ұߴਖ਼ࣜฤೖ쎕썾쎅ؒɺຊޠ쎩ॏత쎂ֶ쎪썷ɻॳظ쎅ि썫
썿쎅तؒ࣌ۀ쎆ɺޠɺจɺମૢ쎅ࡾՊ쎩Ҏ썽ߕ썣ؒ࣌��ɺԵɾช썣ؒ࣌��ɻ�
݄쎂쎆ࢤՊผ쎂ֶ썿ྺ࢙쎩Ճ썟ɺՆ쎂쎆ՆٳقՋ쎩ฦ্썮썽ܰҪ썾तۀ쎩ड써썶ɻ�
ɹ�݄Ҏ߱쎅쎂썻썛썽ɺʰୈҰߴֶߍҰཡɹࣗ໌ࣣेࡾ࣏ेࡾ࣏໌ࢸീʱ썾쎆ʮ֎
썬쎣썽썛쎢ɻ썿썪쎤썣ङه੶썮썶쎟썝쎂ࡏ쎂ڃਓಛผೖֶੜʯ썿썮썽શһ썣ຊՊੜ썿ಉࠃ
쎅ใࠂॻ쎂쎟쎢썿ɺ࣮ࡍ쎆ຊՊੜ썿ಉڃ쎅ଞ쎂ɺر썮썽ཹֶݶ쎩Ԇ썮썶ֶڃɺ썴
쎣썿쎆ର쎂ૣ썦ఇࠃେֶ쎂ਐ쎕썲쎢ֶڃ썿쎂썢쎣썶쎟썝썾썙쎢ɻ쎕썶ֶڃ쎂쎟썺
썽ि썫썿쎅तؒ࣌ۀ쎙ҟ쎁쎡ɺֶߍ쎆ڭ쎂ୗ썮썽ཹֶੜ쎅썶쎘쎂ಛผतۀ쎩ߦ썺썶
썿쎖쎠쎣쎢ɻୈҰ෦ҰҰ೭	ӳ๏Պ
쎩ྫ쎂ɺຊՊੜ쎅쎵쏴쎷쏯쏳쏪썿ൺֱ썮썽쎖쎢ɻ
ຊՊੜ썣ຖिؒ࣌��ܭ썾썙쎢쎅쎂ର썮ɺཹֶੜ쎆ؒ࣌��썿쎁썺썽썛쎢썣ɺए໊ׯ쎩আ썛썽�
쎁썛썮ؒ࣌�쎅ຊޠ썣Ճ쎦쎡ɺ߹࣌ܭ쎆ຊՊੜ썿େ썤썦ม쎦쎠쎁썢썺썶ɻ࣍쎅໌࣏
��	����
�݄쎂쎁쎢썿ɺ֬ೝෆՄ쎅Ұ໊쎩আ썦શһ썣ਐڃ썮ɺҰ쎆ೋ쎂ɺԆֶڃ쎆
Ұ쎂ฤೖ썮ɺֶڃ쎆౦ژఇࠃେֶ쎕썶쎆ژఇࠃେֶ쎅બՊ쎂ਐ쎪썾썛썺썶ɻ�
ɹङ٢ږ썣໌࣏��	����
�݄쎂ژఇࠃେֶ쎂స썮썶썶쎘ɺङจॻ썢쎠ਗ਼ֶཹࠃੜ
쎅썴쎅ޙ쎩ḷ쎢썪썿쎆썮썛ɻ썮썢썮ɺʰୈҰߴֶߍे࢙ʱ	����
쎂쎟쎢썿ɺு
ًી쎆࢘๏૯ɺԦۅᴧ쎆ൣࢣژେֶڭतɺ༨㤮ণ쎆େཧӃఉɺगਂ쎆େ৹Ӄࣄݕ૯
썿쎁썺썶썪썿썣໌썮썽썛쎢ɻ쎕썶ܠఆ쎅쎬쏔썗쎷쏃쏒썿썮썽쎅׆ಈ쎆ࣗஶʰࡑҊʱ

෩ใࣾɺ����ࠃ		ঞ༁쎆ɺܠക	ܠఆ
ஶɺେߴቫɾଟଠ༁ʰཹճސҰத

��ɺฏຌࣾɺ����ݿ쎬쏔쎷쏃쏒쎅ੜʱ౦༸จࠃ쎂ৄ썮썛ɻ�

	ాɹಸ݄
�
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ʮਗ਼ֶཹࠃੜ쎅ֶۀʯలࣔ֓ཁ�

 
���ཹֶੜ໊ɹ�

ɹ໌࣏��	����
�݄쎂དྷ썮썶ਗ਼ֶཹࠃੜ��໊쎅໊ɻ໊ࢯ쎅্쎂˓ҹ썣썻썛썽썛쎢�໊쎆ࢲඅཹֶੜɻશһ썣
ୈऀʯ쎁쎀썿썙쎢쎟썝ٴࢼڷਓڍʯ쎛ʮҐ쏘ํࡾେֶಊ쎅ֶੜ썷썣ɺʮֶҐʯ쎅߲쎂ʮभभ쏲쏴ୈࢣژ
쎂ɺ쎙ྸ쎙༷ʑ썷썺썶ɻʮֶՊʯҎԼ쎅߲쎆ཹֶҎલ쎂ࢣژେֶಊ썾म쎘썶༰쎩ه썮썶쎙쎅썿ߟ썟쎠쎣
쎢ɻࡌه썬쎣썽썛쎁썛�໊쎅໊ࢯ썣ɺ쎣썽౸ண썮썶ऀ썿Ұக썰쎢썪썿썢쎠ɺ໊࡞쎅ظ࣌쎆��໊썣ೖྈ썮썶�݄
��썢쎠ɺޙ썢쎠౸ண썮쎆썯쎘쎢�݄�쎕썾쎅ؒ썿ਪఆ썬쎣쎢ɻ�

�ɹॻऔղݧࢼྗֶ���

ɹ໌࣏��	����
�݄��썢쎠��쎂ߦ쎦쎣썶ֶྗݧࢼ쎅ղ썿ਪఆ썬쎣쎢ɻ໊썿ಉ썯썦౸ண썣쎣썶�໊쎅ղ
썣쎁썦ɺ��໊쎅ղ썣ࡏݱอ썬쎣썽썛쎢ɻղ쎂쎆쎉쎠썣쎁ɺ쎵쏉쎵쏔ɺࣈ쎅දه썣౷Ұ썬쎣썽썡쎠썱ɺࢦ
ఆ썬쎣썽썛썶썢쎆ෆ໌ɻ썮썢썮ɺશղ쎩௨썮썽ॻ썢쎣썶จষ썣Ұக썰쎢썶쎘ɺ썡썴쎠썦쎆ݧࢼ썣ಡ쎖্썩썶จ
ষ쎩ཹֶੜ썣ॻ썤औ썺썶쎙쎅썾썙쎤썝ɻ쎅쎉쎠썤썣େ썤썛썪썿썢쎠ɺཹֶੜ썶썸쎅ຊޠ쎅शख़쎂쎇쎠썻썤
썣썙썺썶༷ࢠ쎩쎖썽썿쎢썪썿썣썾썤쎢ɻ�

��ʰਗ਼ࢣژࠃେֶಊཹֶੜ쏕ؔ쏃쏵ୈҰใࠂʱɹ�

ɹ໌࣏��	����
�݄ɺҰߍߴङ٢ږ썣จ෦େਉٱอాৡ쎂Ѽ썽썶ใࠂॻ쎅쎶쏴൛쎡ɻ໌࣏��த쎅ਗ਼ֶཹࠃ
ੜ쎂ؔ썰쎢֤तۀఔ썣۩쎂ใࠂ썬쎣썽썛쎢ɻຊࢿྉ쎂쎆ใࠂॻ쎅ଞ쎂ɺ༡ֶੜষఔ쎅༁จɺࢣژେֶಊ쎅ݧࢼ
Ұཡ쎅ॻྨ썣௲썯쎠쎣썽썛ߋ쎛มر쎅ݶৼ쎡써ɺֶՊ썡쎟쎊ڃදɺಛผ൝썡쎟쎊ֶ֤࠾ݧࢼදɺ֤࠾
쎢ɻ쎁썡ɺใࠂॻ쎂쎆ࢲඅཹֶੜ쎅໊લ썣Ұه썬쎣썽썛쎁썛썣ɺ썪쎣쎠쎅ॻྨ쎂쎆අੜ썿ಉ༷쎂ه썬쎣ɺ࣮
্썾쎆۠ผ썬쎣썽썛쎁썢썺썶썿ߟ썟쎠쎣쎢ɻ�

��ʮొઙؒ؍ࢁՐޱʯʢʰߍ༑ձࢽࡶʱୈ���߸ʣ�

ɹਗ਼ֶཹࠃੜɺᣂ⁝ਗ썣Ұߴੜ쎂쎟쎢ֶࢽʰߍ༑ձࢽࡶʱ쎂د썲썶ߦلจɻ಄쎅ʮୢߕീ݄ೋे࢛ʯ쎟쎡ɺ

����	��࣏໌Նقतۀதɺതֶ쎅तۀ쎅Ұ썾ઙؒࢁ쎂ొ썺썶࣌쎅ه썿ਪ썾썤쎢ɻઙؒࢁ쎅쎆ܠఆ쎅
ࣗ쎂쎙ొ썮썽썛쎢ɻ쎕썶ʰߍ༑ձࢽࡶʱ쎂쎆ɺຊࣄه쎅ଞ쎂쎙ɺपએʮཱྀߐߦౡחԣਢլभهʯୈ���

���݄��࣏໌	߸ɺཹֶੜ쎂쎟쎢จষ썣썮쎇썮쎇ࡌܝ썬쎣썶ɻ�
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���ਗ਼ֶཹࠃੜॻ؆�ʢ�ʣ�

ɹਗ਼ֶཹࠃੜɺगᘔจ썣ߍङ٢ږ쎂ૹ썺썶ॻ؆ɻʮ໌ळؒૹೖژେֶʯ썿쎅ݴ༿썢쎠ɺຊॻ؆쎆໌࣏��
쎂ॻ썢쎣썶썿ਪఆ썬쎣쎢ɻจத쎅ʮژେֶʯ쎆ژఇࠃେֶ쎩ҙຯ썮ɺ࣮ࣄगᘔจ쎆쎂ฤೖɺ໌࣏��
	����
쎂๏Պ	બՊ
쎏ਐֶ썮썶ɻࡀेࡾ쎂썮썽ʮจʯ쎅ษֶ쎂ۤ࿑썮썽썛쎢༷ࢠ썣썟쎢썣ɺगᘔจ쎆ཹֶੜ쎅
த썾쎙썮썦ೋ쐀ޠࠃ쎩ֶ쎪썾썡쎡ɺ썪썪썾쎆ӳޠ쎕썶쎆ಠޠɺ썙쎢썛쎆྆ํ쎩ࢦ썮썽썛쎢썿ߟ썟쎠쎣쎢ɻ�

���ਗ਼ֶཹࠃੜॻ؆ʢ�ʣ�

ɹਗ਼ֶཹࠃੜɺై֞썣ߍङ٢ږ쎂ૹ썺썶ॻ؆ɻࣗ쎅ֶྗෆ쎩ཧ༝쎂ɺࣗ쎩ೋੜ쎏ਐڃ썬썲쎁썛쎟썝
쎂ئ썛ग़썶쎙쎅ɻ썪쎅ر쎂ؔ썮썽ɺ໌࣏��	����
࢛ड़썣썙쎢ɻʮҰ෦ೋه쎅쎟썝쎁࣍ॻ쎂ࠂ쎅ङ쎅ใ࡞
೭	ಠҳ๏Պ
쏕ଐ쏃쏵ऀ쏙ཹֶݶヲԆ쏁쏐Ұڃ쏕ཹ쏳쏽쎽쏒ヲئ쏜ग़쏑쏉쏵쏬ଖֶྗ֓쏁쏐ຊֶੜ쏒ฒ
쏃쏵쏕쏵ヲೝ쏫쏐೭ヲڐՄ쏅쏄ʯॳ쎆ݧࢼ쎅쎂ؔ쎁썦ɺਗ਼ֶཹࠃੜ썶썸쎆Ұ쎂ਐڃ썮썶ɻ�

���ਗ਼ֶཹࠃੜॻ؆ʢ�ʣɹ�

ɹژఇࠃେֶબՊ쎂ਐֶ썮썶쎅�໊썢쎠ɺژ쎂౸ண썮썶썪썿쎩ใࠂ썮썶ॻ؆ɻ෧쎂쎆ࡌه썬쎣썽
썛쎁썛썣ɺ༰썢쎠ఇେೖֶલ썿ਪఆ썬쎣쎢ɻࠩग़ਓ쎅ਐֶઌ쎅༁쎆๏Պ�໊ɺҩՊ�໊ɻङ٢ږ쎙썪쎅ཌ
쎟쎡ژେֶ쎏స썿쎁쎢ɻసઌ쎂썡썛썽쎀쎅쎟썝쎁ަྲྀ썣ߦ쎦쎣썽썛썶썢쎆ෆ໌썷썣ɺङ٢ږ쎆໌࣏��
	����
쎂쎙ಉ࿈໊쎅ࠩग़ਓ썢쎠լঢ়쎩ड써औ썺썽썛쎢ɻ�
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�썿ֵ໋ӡಈֶཹߴఆ쎅Ұܠ

ࡑɿകʣ쎆ɺࣗʰࣈఆʢ����ʙ����ɺܠੜ쎅Ұਓɾֶཹࠃ��ʢ����ʣ쎅ਗ਼࣏໌
Ҋʱʢ����ʣ썾Ұֶཹߴ쎅ճ쎩ੜ썤ੜ썤썿ඳ썤ग़썮썶ɻ썪썪썾쎆ಉॻ쎅ঞ༁ʰཹճ
��ɺฏຌࣾɺ����ʣݿɾଟଠ༁ɺ౦༸จߴ쎬쏔쎷쏃쏒쎅ੜ֔ʱʢେࠃɹҰதސ
쎂ج썼썤ɺܠ쎅ࣄ쎩հ썰쎢ɻ�
썾෦Ӊ೭٢쎠쎂༸쎅ֶઆ쎩ֶ쎪ؗൣࢣେֶಊࢣژ쎂ੜ쎕쎣ɺݝল҆༢ࢁఆ쎆ܠ
썷ɻ썴쎅쎠ɺຊ쎏썺썶ཹֶੜ썣ൃץ썮썶ֵ໋쎅ࢽࡶ쎩ಡ쎪썾ײڞ썮ɺຊߤ쎩
쎏౸ண썰쎢쎛ɺຊਓֶੜ쎂쎩썢쎠썢쎦ߴඅཹֶੜ쎂બ쎇쎣썽Ұ썰ɻटඌ쎟썦ࢤ
쎣ɺཧళ쎂ۦ써ࠐ쎪썾Ұࢥ썛쎂அ썮썶ɻઌ쎂དྷ썮썽썛썶ཹֶੜ썣։썛썽썦쎣썶ܴ
ձ쎅੮썾ɺܠ쎆ग़ল쎅ҧ썛쎩쎡ӽ썟썽ஂ݁썰쎢썪썿쎩ૌ썟쎢ɻܰҪ썾쎅Նߨظश쎅
쎂ग़ձ썺썶ߦੜ쎅Ұֶࢠ쎕썾ొ썺썶썣ɺ썴쎅్த썾ঁޱ쎅Րࢁ쎂쎆ɺཹֶੜҰಉ썾ઙؒࡍ
쎩ૌ썟쎢썪썿썿쎁ࢭ쎅ഇ׳쎆వशޙࠃؼ썤ɺڻਫ਼ਆ쎂ݥ썿٭쎆ɺຊਓঁੑ쎅݈ܠ
쎢ɻ࿐ઓ૪த쎅౦ژ썾ɺܠ쎆Ѫࠃ৺쎩ૌ썟쎢ԋઆձ쎂ग़썢써썽֒썰쎢썿썿쎙쎂ɺห࢜
썣ਗ਼ઓ૪쎅উར쎩Ҿ썤߹썛쎂ग़썰썪썿쎂۶ৱ쎩֮썟쎢ɻ�
ٳظಉໍձ쎩݁썰쎢썿ɺՆࠃ썾தژ썮썽౦߹ڄ��ʢ����ʣ�݄ɺଙจ썣ֵ໋쎩࣏໌
Ջ쎅Ұࠃؼ࣌썢쎠썺썽썤썶ܠ쎆썪쎣쎂ࢀՃ썮ɺֵ໋쎩ࢧԉ썰쎢࡚ٶᕪఱ쎠썿ަྲྀ썮썶ɻ
썮썢썮ཹֶੜ쎅ֵ໋ӡಈ쎏쎅ۙ쎩ڪ쎣썶ਗ਼ࠃ쎅ཁ쎂쎟쎡ɺຊ썣จ෦লྩୈ
े߸ʢ��݄�ʣ쎩ൃ썮썽ཹֶੜ쎅ૉߦऔక쎩ද໌썰쎢썿ɺཹֶੜ쎆쏃쏒쏳쎮쎷쎛ूஂؼ
쎅ࣗٞ߅쎁쎀쎅खஈ쎂쎟쎡ରӡಈ쎩ల։썮ɺಉໍձһ쎅ఱ՚ʢ๏େֶཹֶੜʣ쎆ࠃ
�쎩썩썶ɻࡴ
ङߍ٢ږ썣ٱอాৡจ෦େਉ쎏ఏग़썮썶໌࣏��쎅ใࠂॻʢʰਗ਼ࢣژࠃେֶಊཹ
ֶੜ쏕ؔ쏃쏵ୈೋใࠂʱʣ쎆ɺಛ쎂ʮऔక쏕ؔ쏃쏵쎽쏒ʯ썿썰쎢߲쎩ઃ써ɺ୩ࢁॳ
ࣣੜె썣ཹֶੜ쎂ର썮썽࣏ӡಈ쎏쎅ࢀՃ쎩ݫ쎂ռ쎘썶썿ه썮ɺ্ड़쎅ཹֶੜऔక
ରӡಈ쎂ର썰쎢Ұֶཹߴੜ쎅ؔ༩쎩Ұ൱ఆ썮썽썛쎢ɻ썮썢썮ܠ쎆ू࣏ձ쎏쎅ࢀՃ쎩ଓ
써ɺݑ쎂쎟쎢ѹ쎩ܸ썮ɺຊ쎅ཱݑମ쎂ର썰쎢ٙ೦쎩๊썦ɻ썴썮썽ಙळਫɾେ
ਿӫ쎠쎂ֶ쎊ɺࣾձओٛɾແओٛ쎂썮썽썛썺썶ɻ�
쎙썿쎙썿ܠ쎆ֶ쎩쎖ɺఇେཧՊ쎏쎅ਐֶ쎩ࢤ썮썽썛썶ɻ썮썢썮໌࣏��ʢ����ʣ
쎂Ұߴ쎩ଔޙۀɺਐֶ썲썱ࠃؼ썮ɺֶڭߍһ쎩쎘쎁썣쎠ֵ໋ӡಈ쎂쎩썯쎢ɻએ౷�
ʢ����ʣ쎂ਏҫֵ໋썣ຄൃ썰쎢썿ɺܠ쎆ࢁল썾ຽ܉쎩৫썮సઓɺத՚ຽࠃཱޙ쎙쎬
쏔쎷쏃쏒썿썮썽ମ੍׆ಈ쎩؏썛썶ɻ�
ຊలࣔ썾հ썮썶ङ٢ږจॻ썢쎠쎆ɺܠఆ썶썸ਗ਼ֶཹࠃੜ쎅࣏ӡಈ쎂썻썛썽Ӑ썛
쎢썪썿쎆썮썛ɻڵຯ쎩࣋썶쎣썶ํ쎆ɺ썳쎉ʰཹճސʱ쎩ซ썲ಡ쎖ɺཹֶੜ썣ֵ໋쎂
썢써썶쎩ײ썯औ썺썽쎒썮썛ɻɹɹɹ�

ɹʢԼɹढ़จʣ�
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ಛઃߴՊઃஔ썿Ұߴ쎅ۨҠస�

ত�ʢ����ʣ�݄썢쎠ত��ʢ����ʣ�݄쎕썾쎅٢רʢ����ʙ����ʣߍ࣌쎂
쎆ɺত�ʢ����ʣ�݄쎅ಛઃߴՊઃஔɺত��ʢ����ʣ�݄쎅ۨҠస썣ߦ쎦쎣썶ɻ�
Ұߴ썾쎆ɺ໌࣏��ʢ����ʣ쎂ಛઃ༧Պ쎩ઃஔ썮썽ɺதࠃਓཹֶੜ쎩߃ৗత쎂ड써ೖ쎣
쎢썪썿썿썮ɺ�ؒ쎅༧උڭҭ쎩ࢪ썮ɺमྃޙ쎂ɺ֤쎅ߴֶߍ쎏썿ਐ쎗ಓ쎩։썛썶ɻಛ
ઃ༧Պ쎆ɺ��ؒ쎂���໊쎅मྃऀ쎩ग़썮썶썣ɺত�ʢ����ʣ쎂ಛઃߴՊ쎏썿վฤ
썬쎣썶ɻಛઃ༧Պ쎩ഇ썮썽쎅ಛઃߴՊઃஔ쎅ཧ༝쎆ɺैདྷɺཹֶੜ쎅बֶ쎆ɺಛઃ༧Պ�
ɺߴՊ�쎅ܭ�썢썢썺썽썛썶썿썪쎤ɺಛઃߴՊ쎅�쎂ҰຊԽ썰쎢썪썿썾�ॖ
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「特設高等科設置と一高の駒場移転」展示品概要 

1. 森巻吉履歴書　 

　森巻吉が一高校長に採用された際の履歴書。金沢の第四高等学校入学から始まり、東京帝大文科大学卒業後の明
治37年（1904）には「清国官費留学生英語授業ヲ嘱託ス」とある。明治42年（1909）には第一高等学校教授、昭和
2年（1927）には松本高等学校の校長となっている。本資料の中には英語研究のための欧米留学や松本への赴任の
度に「留学生講師ヲ解ク」とも記されているが、そのように一高を離れた時以外は、一貫して留学生教育に当たっ
ていたことが見て取れる。 

2-1. 特設高等科入学志願者選抜試験問題綴正本　 
2-2. 特設高等科入学志願者選抜試験問題綴副本  

　特設高等科が設置されて最初の昭和8年（1933）度の入学志願者選抜試験問題。配点は、文科と理科とで科目編
成、配分ともに違いがない。文科、理科いずれを志願する場合も、文理双方の学力が要求されたといえよう。四つ
の日本語科目の配点が計200点、歴史が60点、化学が60点、数学が150点、三つの英語科目が計150点と、日本語の
配点の比率が最も多い。「日語解釈」の問題は、答案が残されていないので不明だが、「昔の日本人はどんなに無
駄な争闘と無価値の饒舌を嫌つたであらう」という風に始まるような日本語を留学生たちはいかように「解釈」し
たのだろうか。 

3. 昭和15年度第一高等学校教科書目録 

　昭和15年（1940）度に一高で使われた教科書の一覧表。高等科、特設高等科に分けて各学年、科類ごとに、国
漢、外国語、その他（理数）の科目について記載されている。特設高等科の国漢の箇所をみると、『論語』を除け
ば、一年生の『徒然草』から始まり、『源氏物語』、『万葉集』、『枕草子』など日本の古典文学が多く並び、漱
石や鴎外、樋口一葉といった近代の作家の作品も出ている。 
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　一高をはじめとした旧制高校といえば寄宿寮生活である。一高の留学生も、基本的には
本科生と同様に寄宿寮に入り、共同生活を通じて、その寮風すなわち校風である自治精神
などを身に着け、日本人学生と相互融和することが望まれた。既に、特設予科が設置され
た明治42年（1909）の3月の寮総大会には、留学生も一般の寮生と同等の自治委員選挙権を
持つことが決議されている。但し、留学生が委員会にどこまで参加したかについては不明
である。また実際には、食事や生活習慣の問題を理由に通学を希望した留学生も相当数い
たようである。例えば、特設予科が特設高等科へと改編された昭和7年（1932）度の留学生
の在学生数は107名で、そのうち在寮生は87名、通学者は30名であった（『向陵誌・駒場
篇』1984年、47頁）。 

学校側は、特設予科設置以来、留学生（当初は、特設予科生及び一高本科留学生）のた
めに、年に一、二回「留学生茶話会」を催してきた。この茶話会は、留学生が普段の生活
や勉学において直面する様々な問題を学校側に打ち明けるための場として設けられた。こ
の他にも、寮生を中心に催される「全寮茶話会」や「全寮晩餐会」において、在寮留学生
が自身の考えを演説する場面も見られた。しかし、校長・教員、全寮生・卒業生も居並ぶ
中で本心を打ち明けることは難しかったのではないかと想像される。 
留学生向けの課程が、一カ年の特設予科から三カ年の特設高等科に改編されると、特高
生は日本人学生と独立したクラスで教育を受けることになった。これにより、それまでの
ように予科生が一高本科に入学し日本人学生と共に三年間学ぶ機会もなくなった。当時、
在寮の留学生の孤独や疎外感、また留学生内の通学者の多さが問題視され、寮内新聞『向
陵時報』では、特高生の蔡耀祺がこの問題について寄稿し、日本人学生と議論を交わすな
どしている（会場1の資料15参照）。 
このような中、日中学生の間で互いに障壁を乗り越えようとする努力が見られた点に着
目したい。昭和9年（1934）4月に、日中学生がより気軽に親睦を深めるための「棣華会」

てい か

が結成されたが、これは特高生徒主事の竹田復の支援のもと、日本人学生が発起したもの
であった点で特記すべき活動であったといえよう。この「棣華会」には先の『向陵時報』
に寄稿した特高生の蔡耀祺も名を連ねていた。 

ɹɹɹɹɹɹɹɹ�
ɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹʢӉɹਸ਼ʣ�
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「一高における日中学生の交流」展示品概要 

1. 特設高等科教室（101号館）と寄宿寮 

　本館から寄宿寮を眺めた様子。写真の一番手前に見えるのは、一高が駒場に移転するにあたり留学生専用の教室
として建てられた「特設高等科教室（現・101号館）」である。当時のキャンパス略図（会場１の資料2）で確認す
ると、「特設高等科教室」と並んで建っていたのが「中寮」と知られる。この「中寮」の左側に二棟写っているの
が「北寮」と留学生のための寄宿寮「明寮」であり、「中寮」の右側にわずかに写っているのが「南寮」である。
「明寮」は昭和13年（1938）に増築し終えているので、この写真はそれ以降のもの。 

2. 駒場移転直前の全寮茶話会 
 
　駒場移転を控えた昭和10年（1935）5月21日、嚶鳴堂にて「第一学期全寮茶話会」が催され、森校長をはじめ教
授陣と卒業生・在寮生が参加した。特設高等科生徒主事・竹田復は、留学生に対する所感として、現在の「百一名」
の特高生に対し、「一高生活ノ真髄」に触れさせるには入寮以外に手はないとし、実際多くの特高生が寮で「満足
シテ生活」できているのは日本人学生の「心遣ヒ」の賜物と述べた。さらに「今日推戴サレタ対三高選手ノ中ニモ
文科三年ノ張ト理科三年ノ蘇ノ二人ガ入ツテヰル」と、対三高戦で活躍した張興漢（次コーナー資料1及び会場１
展示13、14参照）や蘇景明を名指しで称賛している。寮生の演説においては、特高生の林坤義が、「特高ノ留学生
トシテ自己ヲ深ク考へ精神力ヲ握」み「将来共ニ東洋ヲ背負ツテ立ツコト」を強く呼びかけた。 

ママ

3. 「寮生諸君の燈下に送る（読書調査）」 
 
　昭和11年（1936）11月に寮生に対し読書調査を実施し、269人分の回答の統計を採ったもの。著者別では、夏目
漱石（66票）、ゲエテ（49）、トルストイ（43）、阿部次郎（37）、ドストエフスキー（29）、倉田百三（21）、
河合栄治郎（18）と続く。近代文学と哲学書が多い印象だが、日中の古典も『平家物語』、『論語』（10票）、
『源氏物語』（6票）、『古事記』、『奥の細道』、『孟子』（5票）等が挙がる。特高生がどこまでアンケートに
参加したかは不明だが、日本の古典は国語の教科書として読まれたものと符合している（前コーナー資料3）。 

4. 棣華会開催の案内と会則 
てい か

 
　昭和10年（1935）5月30日、午後五時半より「白十字」にて「棣華会」を開催する旨を知らせる案内状。「棣華
会」は『詩経・小雅』常棣の一節「常棣の華たり。凡そ今の人兄弟に如くは莫し」から特設高等科生徒主事の竹田

およ けいてい し な

復によって名付けられ、日本人寮生が発起人となって結成された。「棣華」は兄弟仲が良いことに譬えられるよう
に、「家族として兄弟として」、「虚心坦懐赤裸々」に相互の意見や希望を述べあうことが望まれた。会則には「留
学生に関する諸問題を率直に懇談し渾然一なる寮生活の体現」を目的とし、寮生有志が毎月第一金曜に例会を実施
することなどが見える。なお、「白十字」は芥川龍之介の小説にも登場する一高生行きつけの喫茶店。 

5. 「東洋の抱く文化史的使命の完成へ――棣華会大会に際し寮生諸君に訴ふ――」 
 
　昭和11年（1936）6月15日、駒場移転後第一回目の棣華会春季大会の開催にあたっての声明文。昭和9年（1934）
4月に発足して以来、棣華会は三回ほど開催され、一高移転に際し当時全寮生の関心の的「留学生関係諸問題」の
実際的解決という使命を概ね遂行したと述べる。そして今、「新一高」の基礎を築くにあたり、単に留学生個人の
勉学便宜の為に止らず「本科生と留学生の渾一融合を計り、より大いなる一高生活の完成を期」すことを寮生に向
けて訴えた。末尾に発起人と思われる日本人学生と共に、茶話会で演説をした林坤義（資料2参照）や『向陵時
報』で特高生としての意見を表明した蔡耀祺（会場1の資料15参照）の名が連なる。「旧棣華会委員、留学生自治
団体同学会委員並びに本科生有志」という一節から、彼らが留学生自治団体「同学会」の委員として活動していた
ことも知られる。 
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6. 「東洋の文化使命――棣華春季大会」 
 
　資料５の声明文と同文が寮内新聞『向陵時報』第85号にも掲載された。昭和11年（1936）6月15日の午後六時よ
り渋谷の「白十字」にて開催、佐々木生徒主事、竹田特高生徒主事など教員も含む30数名が参加した。声明文に名
を連ねる日本人学生のうち、隅谷三喜男（1916～2003）は一高文科甲類在学中に寮総代会議長を務め、後に東京大
学経済学部の教授となった。猪野誠治は、昭和9年（1934）の寮歌「空虚なる」の作詞者で駒場二代目寮委員長、
陸上部の選手であった。終戦直後の昭和20年（1945）8月29日に戦病死。澄田智（1916～2008）は、資料2（『寄宿
寮委員記録』）を記録した第137期寮委員長で、後に第25代日本銀行総裁、大蔵事務次官を務めた。  
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「一高における体育活動と中国人留学生」展示品概要 

1. 陸上運動部集合写真　 

　一高の陸上運動は東京大学予備門時代から始まり、明治23年（1890）10月に一高校友会が結成した際には、陸上
運動部も名を連ねた。以来、たびたび輝かしい成績を残していた。本写真は駒場時代の集合写真である。一段目左
から4番目に森巻吉校長、二段目に特設高等科の中国人留学生の張興漢（昭和7年（1932）入学、左から5番目か）
と劉世超（昭和10年（1936）入学、右から5番目）の姿がそれぞれ確認できたことから、昭和10年～11年頃に撮ら
れたものと推定される。 

2. 対三高戦応援団檄文 

　対三高戦は明治39年（1906）の野球戦に始まり、大正9年（1920）から陸上運動、13年（1924）から端艇と庭球
が加わり、毎年四部で行うようになった。慣例として7月から8月にかけて東京と京都、あるいはその逆の形で一
部・三部に分けて開催していた。対外試合の精華とも言われる対三高戦であったが、昭和10年（1935）8月の庭球
戦における応援団同士の乱闘事件を受け、同年10月に一旦廃止することに決定した。翌年6月には寮内の議論およ
び両校の交渉によって復活が決まり、例年通りに開催することができた。この檄文は同年の応援団推戴式の前に書
かれ、寮の外壁に掲げられたものである。 

3. 昭和十一年度対三高対校戦選手及応援団幹部氏名 

　対三高戦応援団の推戴式は大正15年（1926）5月に嚶鳴堂で初めて行われ、校長以下の学校幹部も出席した。最
初は応援団長のみの推戴であったが、昭和3年（1928）からは応援団幹部、5年（1930）からはさらに選手も同時に
推戴するようになった。一高の名誉を背負って戦う代表にとって非常に光栄な行事である。昭和11年（1936）の名
簿には留学生の劉世超の名前も載せられている。陸上中距離走の選手であった。なお、推戴式の様子については、
『向陵誌』（1930年版）に以下のように活写されている。 

推戴式は概ね昼時間を利用して、倫理講堂に於いて厳粛なる雰囲気の中に挙行される。先づ野球・端艇・陸
上運動・庭球の部順に従ひ、各部選手交々と壇上に立つて副委員長に紹介せられ、次いで各部の主将は必ず
三高を撃破粉砕せんと事を宣誓する。之が終れば生徒一同を代表して委員長が選手激励の辞を述べ、最後に
四部応援歌と寮歌「嗚呼玉杯」を斉唱して、式の幕を閉ぢる。而も四部選手の列を正して退場する背後よ
り、我等は「頑張れ」「必ず三高を敗れ」と咆哮する。選手は悲壮なる面持を以て、無言の儘全力を尽さん
事を誓ふ。実に「風は蕭々として易水寒し、壮士一度去つて又還らず」の景其の儘である。 

4. 対三高戦応援団写真 

　応援練習は例年6月中旬に昼休みを利用して行っていた。対三高戦は「学校一致の決戦」であるだけに、「選手
の技倆よりも生徒の団結如何に戦の決は懸つて存する」（『向陵誌』1930年版）。白旗（対して三高は赤旗）を
振ったり、太鼓を鳴らしたりしながら、応援歌を高唱する応援団の団員たち。試合の状況とともに両校の大規模な
応援も過熱しがちで、しばしば紛争にもなった。本写真は昭和11年（1936）7月15日に行われた陸上戦における応
援団の様子である。旗には源氏の白地に二本の線と一高のシンボルマークである柏葉章が描かれている。 

5.『向陵時報』対三高戦記事 

　昭和11年（1936）の対三高戦を詳しく報道した一面である。この年は野球を除いての三部勝利となり、3年連続
の四部全勝こそならなかったが、陸上は5年連勝、端艇は9年連勝を果たした。ちなみに『向陵時報』は大正11年
（1922）6月1日に創刊され、当初は言論発表の機関誌として期待された。記事の内容が近い『校友会雑誌』との競
い合いで翌年6月に廃刊となったものの、同年12月に新聞的体裁になって『寮報』に改称された。その後、昭和5年
（1930）1月には新版『向陵時報』として発刊され、一高廃校まで存続していた。 
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6.「百米」出発！刹那‼ 
7. 対三高戦五年連勝全国高校大会制覇記念メダル 

　昭和11年（1936）7月15日、対三高戦の陸運戦は一高グランドで行われた。一高は12種目のうち10種目において
勝利し、総合得点84.5対28.5の大差で三高を破った。陸運対三高の5年連勝となった。100メートル走は文科丙類の
国分節夫選手が11秒5で優勝。2位は11秒9で理科甲類の益子洋一郎選手であった。また、一高陸運はこの年の全国
高校大会（インターハイ）でも優勝を収めた。メダルはこの2大会の勝利を記念するために作られたものである。
裏には「贈益子君」、「二五九六」（皇紀2596年、すなわち1936年）という文字が浮き彫りで刻まれている。 

8-1. 春季運動会陸上運動部メダル（表） 
8-2. 春季運動会陸上運動部メダル（裏）  

　春季運動会は毎年5月下旬の土曜日に開催される陸上運動部主催の大会であり、各種目と継走（リレー）の組選
が行われた。ちなみに10月第一または第二土曜日には秋季運動会が開催され、同じく継走の組選があった。 

9. 向陵訪中団東北地区旅行報告 

　劉世超は昭和11年（1936）の対三高戦の800メートル走と3000メートルに出場し、それぞれ2分7秒3と10分13秒2
の成績をマークし、いずれも優勝に輝いた。その後、京都帝国大学医学部に進学し、1941年に卒業、1943年に帰国
した。紆余曲折を経て故郷の大連・旅順の病院で医師として活躍し、結核病の予防と治療に尽力した。彼は1982
年、1985年に2回大連医学考察団の一員として訪日した折に、陸上部の旧友十数名が東京・京都で歓迎会を開いた
という。また、1994年秋に一高同窓会の会員らが第六回向陵訪中団を結成して中国東北の各地を旅行し、劉世超を
含む中国在住の特設高等科同窓12名と再会を果たした。本資料はその際に、青春をともにした仲間たちが異国の地
で寮歌「柏の旗」「嗚呼玉杯」を高唱する様子を記している。 
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���ؔ࿈ද�
年 元号 月 第一高等学校の歴史 北京大学の歴史

1886 明治19 4 東大予備門から第一高等中学校と改称
（中学校令施行）

1889 明治22 3 一ツ橋から本郷に移転
1894 明治27 8 日清戦争

9 第一高等中学校から第一高等学校へ改称
（高等学校令施行）

1895 明治28 4 下関条約
1896 明治29 6 清国政府派遣留日学生の嚆矢（高等師範学校へ13人）
1898 明治31 4 ＊厳復訳ハクスリー『天演論』刊

5 ＊張之洞『勧学篇』発表
6-8 戊戌変法
11 狩野亨吉校長となる
12 京師大学堂開学。初代管学大臣孫家鼐

1899 明治32 9 清国浙江巡撫派遣の留学生8名、聴講生として一高入学
服部宇之吉、北京留学へ（文部省派遣の初の留学生）

1900 明治33 6 義和団事件
1900 7 文部省直轄学校外国委託生に関する規程

8 京師大学堂閉校
1901 明治34 11 文部省直轄学校外国人特別入学規程
1902 明治35 1 復校令。管学大臣張百熙

服部宇之吉、厳谷孫蔵、外国教習として招聘される
2 ＊梁啓超『新民説』連載開始
8 欽定学堂章程（注1）
12 速成科師範館、仕学館入学式

1903 明治36 5 訳学館、医学実業館設立
12 京師大学堂派遣の清国留学生31名、一高入学決定

1904 明治37 1 清国留学生入寮 予備科第一班学生入学
寮総代会、留学生を寮生として遇すると議決 速成科学生31人が日本、16人が西洋へそれぞれ留学

仕学館、進士館に合併
奏定学堂章程

2 日露戦争　
清国留学生への授業開始

9 森巻吉、清国留学生の英語授業を嘱託される
1905 明治38 1 ＊夏目漱石『吾輩は猫である』連載開始

8 中国同盟会成立
9 ポーツマス条約 科挙制度、廃止へ

進士館、法制学堂に改編
11 清国人を入学せしむる公私立学校に関する規程

1906 明治39 9 新渡戸稲造校長となる
― この年、一高三高対抗野球試合始まる

1907 明治40 3 速成科初代学生卒業
8 「五校特約」結ばれる（注2）

1908 明治41 4 特設予科設置
9 ＊夏目漱石『三四郎』連載開始

1909 明治42 8 師範館、予科学生卒業
師範館、独立へ（のちに北京師範大学）

3 寮総代会、留学生は一般の寮生と同等の委員選挙権を持つと
する

12 清国留学生茶話会。（以後もこのころ開かれるように） 
校長以下学校幹部、清国公使館員、寮委員出席

1910 明治43 3 分科大学開学式（経科、文科、法制科、医科（設立できず）、格致科、
農科、工科、商科）

8 韓国併合
1911 明治44 2 ＊西田幾多郎『善の研究』刊

10 武昌起義（辛亥革命の起こり）
1912 1 中華民国成立

5 京師大学堂、北京大学校に改称（初代校長厳復）
大正元 11 留学生との親睦のため日華同学会発足（～1916.4）

1914 大正3 4 ＊阿部次郎『三太郎の日記』刊
7 第一次世界大戦

1915 大正4 1 対華21ヶ条要求
6 留学生、中華留日第一高等学校学生同窓会を結成
9 陳独秀『青年雑誌』（のち『新青年』）を創刊

1916 大正5 12 蔡元培校長となる（1916−1927）
1917 大正6 1 陳独秀文科学長

*胡適「文学改良芻議」発表
*陳独秀「文学革命論」発表

5 *魯迅「狂人日記」発表
6 ＊倉田百三『出家とその弟子』刊

1918 大正7 8 漢花園（沙灘）にて新たな建物（紅楼）が竣工
― 文、理、法科研究所設立



年 元号 月 第一高等学校の歴史 北京大学の歴史
1919 大正8 1 燕京大学設立

4 特設予科、学科課程を改正（新高等学校令施行）
5 五四運動
6 ＊李大釗「我的馬克思主義観」発表

ヴェルサイユ条約
10 中国国民党成立
― 科を廃止、それに所属する門を系に改める、選科制を実施

1920 大正9 3 女子学生受入開始
4 支那留学生養成費は国庫より支弁されることに

1921 大正10 7 中国共産党成立
12 ＊魯迅「阿Ｑ正伝」発表

1922 大正11 1 研究所国学門設立
1923 大正12 3 対支文化事業特別会計法成立

対支文化事業（のち東方文化事業）発足
9 関東大震災

1924 大正13 ― *孫文『三民主義』講話、「国民政府建国大綱」発表
1925 大正15 8 特設予科規程を制定
1927 昭和2 3 ＊川端康成『伊豆の踊り子』刊

4 南京国民政府成立
1928 昭和3 1 ハーバード燕京研究所（哈佛燕京学社）設立

6 中央研究院設立（初代院長蔡元培）
国民革命軍、北京入城。北伐完成

12 張学良東北易幟。南京国民政府、全国を統一
1929 昭和4 7 森巻吉校長となる
1931 昭和6 9 満洲事変
1932 昭和7 1 上海事変

2-7 ｢満洲国｣に対して、国際連盟が調査団を派遣
5 特設予科廃止。1908年以来、修了者810名
6 特設高等科設置

1933 昭和8 2 国際連盟総会が日本の満洲からの撤兵を求める決議を採択
3 国際連盟脱退

1934 昭和9 10 特設高等科生と本科生との親睦のため棣華会発足
1935 昭和10 3 特設高等科規程中の「支那」が「中華民国及満州国」に改めら

れる
特設高等科教室（101号館）一棟の引継ぎを受ける

9 駒場へ移転
12 一二・九運動

1936 昭和11 1 特設高等科教室（101号館）増築分の引継ぎを受ける
12 ＊河合栄治郎編『学生叢書』始まる

1937 昭和2 4 特設高等科寄宿舎（明寮）の引継ぎを受ける
7 特設高等科に附属予科設置

盧溝橋事件 日本軍、北平（北京）占領
8 清華大学、南開大学とともに湖南へ疎開、三校で長沙臨時大学を設立
9 寮委員に特設高等科生1名が加わるように
11 国民政府、武漢を経て重慶へ
12 南京事件

1938 昭和13 4 昆明へ疎開、長沙臨時大学、国立西南聯合大学に改称
5 特設高等科寄宿舎（明寮）増築分の引継ぎを受ける
10 汪兆銘政権

1939 昭和14 3 ＊『第一高等学校六十年史』刊
1941 昭和16 12 太平洋戦争
1945 昭和20 8 特高生、山形県へ疎開のため出発

終戦
1946 昭和21 6 西南聯合大学閉校

10 北京大学、北平にて復校式
1949 昭和24 1 人民解放軍北平入城

5 東京大学に教養学部設置
6 第一高等学校、「東京大学第一高等学校」となる
10 中華人民共和国成立

大学教育機関の再編により燕京大学の校舎を引き継ぎ、現在地に移転
1950 昭和25 3 東京大学第一高等学校廃止

太字：日中に関係する当時の主な出来事 
注1：張百熙が起草した学制。幼児教育機関にあたる蒙学堂から京師大学堂まで、各段階の学校章程を定めた。実際には施行されておらず、その改訂版である奏定学堂章程（癸 
　　  卯学制）が1904年1月に施行された。 
注2：清朝政府と日本文部省との間で結ばれた教育委託協定。毎年、一高や東京高等師範学校など5つの学校に合計165名の官費留学生が清国から派遣される取り決めで、一高 
          には65名が割り当てられた。清朝滅亡後も中華民国によって受け継がれた。 

※第一高等学校編『第一高等学校六十年史』（第一高等学校、1939年）、西沢佶編集代表『写真図説 鳴呼玉杯に花うけて—第一高等学校八十年史』（講談社、1972年）、蕭超
然等編『北京大学校史』（北京大学出版社、1988年）、一高自治寮立寮百年委員会編『第一高等学校自治寮六十年史年表』（一高同窓会、1994年）、岡本拓司「第一高等学
校校長 森巻吉の生涯――やりゃあやれるんだ」（東京大学教養学部編『高校生のための東大授業ライブ　熱血編』東京大学出版会、2010年）、韓立冬『近代日本的中国留学
生��教育』（北京�言大学出版社、2015年）より作成。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（高原智史・宋舒揚　作成）



清国留学生年表 
（狩野亨吉による文部省宛て報告書、その他資料を基に作成） 

注1：官費留学生27名。氏名は、杜福垣、王桐齡、顧徳鄰、呉宗栻、成雋、馮祖荀、朱炳文、席聘臣、黄芸錫、黄徳章、余棨昌、朱獻　　　 
　　  文、屠振鵬、范熙壬、周宣、朱深、張輝曽、陳発檀、景定成、鐘賡言、何培琛、劉冕執、史錫綽、劉成志、王舜成、蒋履曽、王曽 
          憲。私費留学5名（王運震、陳継鵾、王蔭泰、施恩曦、葉克斅）の到着日時は不明だが、彼らの学力試験の解答があるため、おそ 
          らく最初からいたと考えられる。 

注2：科目及び試験委員は、日語及び日文：谷山初七郎・杉敏介、英語：小島憲之・夏目金之助、独語：丸山通一、仏語：興津辰矩、歴 
          史及び地理：原勝郎、数学：飯島正之助。到着が遅れた4名の留学生も日語日文だけ試験して組分けされた。 

注3：留学生特別学級初期時間割  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（数字は週ごとの授業時間数） 

         受持教官は、日語日文：金澤庄三郎（主任）、日語：金井保三・竹内修二（4月従軍のため岡本正文と交代）、日文：杉敏介、体 
         操：堀井孝澄（主任）・小池常宗・米田源次郎・大沼浮蔵。 
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日語 日文 体操 合計
甲 11 3 6 20
乙 10 2 6 18
丙 10 2 6 18

年 元号 日付 出来事 備考

1903 明治36 12/24
文部省より委託の通達。 
「留学生三十余名ノ教育ニ関シ萬事当校ニ委託ス」

1904 明治37 1/17 官費留学生27名東京着。寄宿舎南寮に入る 注1
1/20 留学生に関する事務員、医員を定める
1/22 体格検査
1/23-25 学力試験 注2
1/25-30 都内遊覧
1/27 嚶鳴堂にて南寮生徒による留学生歓迎会
2/1 官費留学生の陳治安、1名入寮
2/4 官費留学生の曽儀進、蘇振潼の2名入寮
2/6 始業 注3

3/8-14 修学旅行。帰校後、南、北、中三寮に分配して一高生と雑居
行先は藤沢、江ノ
島、鎌倉、横須賀、
北条、八幡等

3/14 健康診断
3/17 官費留学生の唐演 、1名入寮
3/19 帰国日数を40日間に制限することを定める
4/2 歴史と数学を追加 注4
4/28 王運震「旧詩数首」『校友会雑誌』第136号
4/28 周宣「旅行江島鎌倉横須賀房州日記」『校友会雑誌』第136号

5/11-12 豊島豊多摩二郡における野外演習 留学生は隊列に加わ
らずに同行

5月下旬 新たに寄宿寮一棟起工
6/28 周宣「病中雑詩」『校友会雑誌』第138号
6月下旬 寄宿寮落成。
7/13 信州軽井沢に向け東京発
7/15 夏季授業開始 注5
8/28-29 別所温泉
8月下旬 日語の進度に従って3名を卒業させ、学級を再編成。
9/14 一高に正式編入。学籍を得る 注6
10/25 周宣「箱根雑詠」『校友会雑誌』第140号

10/25-27 小田原演習 3名隊列に加わり、
11名同行

12月末 日語を一組に再編成。卒業者3名 週8時間
1905 明治38 1-6月 前年度の課程を継続

2-8月 9月から東京・京都帝国大学選科に入学する者向けに特別授業 注7
7月 学年試験
夏季休 特別授業 注8
9月 進級 注9
9月 京都帝国大学に5名、東京帝国大学選科に2名入学 注10

1906 明治39 1/23 周宣、病のため死去
2月 施恩曦、官費生になる



注4：法科文科志望者に歴史、理科工科農科医科及び法科のうち理財統計、文科のうち哲学専攻者に数学が追加された。歴史と数学の両 
          方を受講した者もいた。　　 
          毎週授業時数は、歴史が4時間（原勝郎（6月従軍により、八木金一郎と交代）、数学が5時間（澤田吾一）であった。 

注5： 軽井沢夏季授業毎週授業時数は下記の通り。 
           日語　　 　 18時間　金井保三　＋　2回金澤主任の出張 
           数学　　  　12時間　澤田吾一　（1週目で終了）　→博物学　12時間　脇山三彌＋実地採集や実験 
           歴史地理　  12時間　八木金一郎 
           博物学の内容に関しては、採点表によると、草花実験（宿題）、植物の観察（宿題）、動物と人生との関係（口述）、博物に就て   
           の所感（口述）、植物の実験、浅間山の記の内容で6度試験が行われた。この時の浅間山登山に関して留学生自身の記録がある。 
　             范熙壬「登浅間山観噴火口」『校友会雑誌』第167号（明治40年5月30日） 
　             景梅九（景定成）著、大高巖・波多野太郎訳『留日回顧  一中国アナキストの半生』（東洋文庫81、平凡社、1966年）  

注6：これに前後して学科、年限の変更願いが続出した。なお、編入後も日語の他に教官に嘱託して留学生の特別授業が続けられた。そ 
          の科目と受持教官は以下の通り。 

          英語　　　　15時間　森巻吉                                      数学、物理化学　6時間　友田鎮三 
          英語、博物　10時間　五島清太郎                              数学　　　　        5時間　関口彌作 
          英語、図画　5時間　  小島憲之                                  歴史地理　　        5時間　磯田良 
          英語　　　　3時間　  畔柳都太郎                              哲学　　　　        4時間　岩元禎 
          独語　　　　2時間　  藤代禎輔                                  法政　　　　        4時間　中村政次 
          独語　　　　3時間　  丸山通一                                  物理化学　　        4時間　菅沼市蔵 
          独語　　　　5時間　  福間博 

注7：特別授業は、週4時間かけて以下の授業が実施された。　 
　          堀田貢　法制経済の大意 
　          岩元禎　倫理論理心理の概略 

注8：帰国者多数により、受講した官費留学生はわずか3名だった。表には載っていないが、杜福垣も授業に励んだ記述がある。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（数字は週ごとの授業時間数） 

          受持教官は以下の通り。 
          日語：金井保三、英語：森巻吉、独語：丸山通一、物理：関口彌作、化学：菅沼市蔵 

注9：第二部一年三之組（工理農科）と第三部一年二之組（医科）は留年ではなく、先に学期延長を許可されて予科に在籍していた者が      
          この年に本科に入った。留学生全体の外国語と数学の学力に難があり、馮祖荀、蘇振潼、施恩曦以外は本科生と別授業を受け　　 
　　  た。 科目と受持教官は以下の通り。 
　　　日語：今井彦三郎、英語：森巻吉・五島清太郎・金澤庄三郎・和田正幾・畔柳都太郎・クラーク、独語：岩元禎・丸山通一・藤代　　 
　　　禎輔・メンゲ・福間博・保志虎吉・平塚定次郎・リーゲルスベルゲル、歴史：原勝郎、論理及び心理：松本文三郎、数学：保田棟 
　　　太・藤原松三郎・関口彌作・松林常吉・板橋盛俊、図画：小島憲之、動物植物：五島清太郎、物理：須藤傳次郎、化学：菅沼市 
　　　蔵、地質鉱物：廣瀬�芳、法制経済：大河平隆光、体操：小池常宗・大沼浮蔵・米田源次郎。 

注10：京都帝国大学には、黄徳章、朱獻文、曽儀進、顧徳鄰、蒋履曽、東京帝国大学には、唐演、劉成志が進学した。東京帝大に進ん 
　　　だ2名について、劉成志は明治38年3月下旬から9月末の6ヶ月間、唐演は明治38年6月下旬から翌年2月までの8ヶ月間一時帰国して 
　　　おり、そのため狩野は下書きに「此二人ノ大学ニ於ケル修業上ノ困難察スルニ余アル」と記していた。 

ʢాಸ݄ɹ࡞ʣ�
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日語 独語 英語 物理 化学
馮祖荀 6 9
蒋履曽 6 9 9 9
黄徳章 6 3 6
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展示物 所蔵先（出典） 成立年 作成者

1 空から撮影された移転当時の駒場キャンパス 東京大学駒場博物館 1936年～37年頃 不明

2 第一高等学校平面略図 『第一高等学校六十年史』 1939年 第一高等学校

3 「特設高等科教室」図面 東京大学駒場博物館 未詳 不明

4 「特設高等科・物理学・化学・生物学・特別教室」図面 東京大学駒場博物館 未詳 不明

5 留日学生および一高特設予科・高等科修了生数の統計

韓立冬『近代日本的中国留学生预备教育』
（北京語言大学出版社、2015年）5頁、二見剛
史「第一高等学校における中国人留学生教
育」（『国立教育研究所紀要』第95集、1978

年）表2、第一高等学校『第一高等学校六十年
史』（第一高等学校、1939年）593頁

韓立冬 
二見剛史 
第一高等学校

6 大正六年特設予科修了証書 東京大学駒場博物館 1917年 第一高等学校

7 卒業写真（特設高等科） 東京大学駒場博物館 1935年3月 不明

8 特設高等科教室（101号館）の外観 東京大学駒場博物館 未詳 不明

9 森巻吉と夏目漱石 東京大学駒場博物館 1914年 不明

10 本郷から駒場への行軍 東京大学駒場博物館 1935年9月14日 不明

11 「一高前駅」の周辺を闊歩する一高生 東京大学駒場博物館 未詳 不明

12 寮の廊下で隔てられた自習室と寝室 東京大学駒場博物館 未詳 不明

13 留学生・張興漢の活躍（昭和7年5月の春季運動会にて） 東京大学駒場博物館 1932年5月7日 不明

14 留学生・張興漢らの優勝写真 東京大学駒場博物館 1936年2月18日 不明

15 留学生の寮生活と日本人学生との関わり 東京大学駒場博物館 1936年 
9月、10月

杉山伊佐武 
蔡耀祺

16 現在の駒場キャンパスの航空写真
東京大学大学院 

総合文化研究科教養学部 
（共通技術室）

2014年11月21日 滝澤勉 
（撮影者）



展示品目録（会場2） 

資料番
号

資料タイトル 所蔵先（出典） 成立年 作成者

田1 「一高入学式式辞」 東京大学駒場図書館 明治32年（1899）9月 狩野亨吉

田2 『校友会雑誌』第90号 東京大学駒場図書館 明治32年（1899）10月30日 不明（第一高等学校生徒）

田3
『清国京師大学堂留学生ニ関スル第一年報告

書』草稿
東京大学駒場図書館 明治38年（1905）1月 狩野亨吉

田4 『校友会雑誌』第133号 東京大学駒場図書館 明治32年（1899）10月30日 狩野亨吉

田5 留学生教科書一覧　附『英語文法会話作文』 東京大学駒場図書館 明治37年（1904） 狩野亨吉

田6 留学生鐘賡言の谷山初七郎宛書簡 東京大学駒場図書館 明治37年（1904）頃か 鐘賡言

田7 夏季講習講師出発及授業開始等予定 東京大学駒場図書館 明治37年（1904） 狩野亨吉

田8 私費留学生月費の領収書 東京大学駒場図書館 明治38年（1905）3月3日 谷山初七郎

田9
『清国京師大学堂留学生ニ関スル第二年報告

書』
東京大学駒場図書館 明治39年（1906） 狩野亨吉

田10 『朝華夕拾』所収「藤野先生」 個人蔵 昭和22年（1947） 魯迅著　松枝茂夫訳

川1 高楠順次郎書簡 東京大学駒場図書館 明治32年（1899）6月5日 高楠順次郎

川2 章宗祥書簡 東京大学駒場図書館 明治37年（1904）2月12日 章宗祥

川3 服部宇之吉書簡（1） 東京大学駒場図書館 明治37年（1904）1月7日 服部宇之吉

川4 「京師大学堂官派外洋留学生章程」 東京大学駒場図書館 明治37年（1904）1月以前 服部宇之吉

川5 服部宇之吉書簡（2） 東京大学駒場図書館 明治37年（1904）9月27日 服部宇之吉

川6 巌谷孫蔵書簡 東京大学駒場図書館 明治37年（1904）9月28日 巌谷孫蔵

川7 服部宇之吉書簡（3） 東京大学駒場図書館 明治37年（1904）1月11日 服部宇之吉

鶴1 留学生名簿 東京大学駒場図書館 明治37年（1904）1月か 不明

鶴2 学力試験　書取解答 東京大学駒場図書館
明治37年（1904） 

1月23-25日か 杜福垣

鶴3 『京師大学堂留学生ニ関スル第一年報告』 東京大学駒場図書館 明治38年（1905）1月 狩野亨吉

鶴4 「登浅間山観噴火口」(『校友会雑誌』第167号) 東京大学駒場図書館 明治40年（1907）5月30日 范熙壬

鶴5 清国留学生書簡（1） 東京大学駒場図書館 明治37年（1904）か 朱獻文
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鶴6 清国留学生書簡（2） 東京大学駒場図書館
明治38年（1905） 

8月21日 杜福垣

鶴7 清国留学生書簡（3） 東京大学駒場図書館
明治38年（1905） 

9月か
黄徳章、曽儀進、朱獻文、

顧徳鄰、蒋履曽

高1 森巻吉履歴書 東京大学駒場博物館 昭和3年（1928） 森巻吉

高2-1 特設高等科入学志願者選抜試験問題綴正本 東京大学駒場博物館 昭和8年（1933）3月 第一高等学校

高2-2 特設高等科入学志願者選抜試験問題綴副本 東京大学駒場博物館 昭和8年（1933）3月 第一高等学校

高3 昭和15年度第一高等学校教科書目録 東京大学駒場博物館 昭和15年（1940）か 第一高等学校

宇1 特設高等科教室（101号館）と寄宿寮 個人蔵 昭和13年（1938）以降 不明

宇2
駒場移転直前の全寮茶話会 

（『寄宿寮委員記録』第137期） 東京大学駒場博物館 昭和10年（1935）5月21日 澄田智

宇3
「寮生諸君の燈下に送る（読書調査）」 

（『向陵時報』第77号） 東京大学駒場博物館 昭和11年（1936）11月25日 不明

宇4 棣華会開催の案内と会則 東京大学駒場博物館 昭和10年（1935）5月30日 澄田智

宇5
「東洋の抱く文化史的使命の完成へ 

――棣華会大会に際し寮生諸君に訴ふ――」 東京大学駒場博物館 昭和11年（1936）6月15日

木村善隆・隅谷三喜男・猪
野誠治・萩原光雄・澄田
智・本田昌男・蔡耀祺・楊
開済・林坤義ほか

宇6
「東洋の文化使命――棣華春季大会」 

（『向陵時報』第85号）
東京大学駒場図書館 昭和11年（1936）6月25日

木村善隆・隅谷三喜男・猪
野誠治・萩原光雄・澄田
智・本田昌男・蔡耀祺・楊
開済・林坤義ほか

宋1 陸上運動部集合写真 東京大学駒場博物館
昭和10～11年（1936～37）

頃
不明

宋2 対三高戦応援団檄文 東京大学駒場博物館 昭和11年（1936）6月26日 第一高等学校寄宿寮委員

宋3
昭和十一年度対三高対校戦 
選手及応援団幹部氏名

東京大学駒場博物館 昭和11年（1936）11月25日 第一高等学校寄宿寮委員

宋4 対三高戦応援団写真 東京大学駒場博物館 昭和11年（1936）7月15日 不明

宋5
『向陵時報』対三高戦記事 
（昭和11年（1936）） 東京大学駒場博物館 昭和11年（1936）9月17日 第一高等学校寄宿寮

宋6 「百米」出発！刹那‼ 東京大学駒場博物館 昭和11年（1936）7月15日 不明

宋7 対三高戦五年連勝全国高校大会制覇記念メダル 東京大学駒場博物館 昭和11年（1936） 不明

宋8-1 春季運動会陸上運動部メダル（表） 東京大学駒場博物館 昭和11年（1936） 不明

宋8-2 春季運動会陸上運動部メダル（裏） 東京大学駒場博物館 昭和11年（1936） 不明

宋9
向陵訪中団東北地区旅行報告 
（『一高同窓会会報』第253号） 東京大学駒場博物館 平成6年（1994）11月15日 柳澤一誠



                                      主要参考文献一覧（刊行年順） 

・第一高等学校寄宿寮編『向陵誌』（第一高等学校寄宿寮、1939年） 
・第一高等学校編『第一高等学校六十年史』（第一高等学校、1939年） 
・柴五郎述・服部宇之吉著、大山梓編『北京籠城・北京籠城日記　付北京籠城回顧録』（東洋文庫53、平凡 
    社、1965年） 
・景梅九著、大高巌・波多野太郎訳『留日回顧　一中国アナキストの生涯』（東洋文庫81、平凡社、1966年） 
・内田祥三『内田祥三先生作品集』（鹿島研究所出版会、1969年） 
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